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編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 4,933人

男 2,427人

女 2,506人

戸　数 1,892戸

（平成27年8月31日現在）

第60号

筑
北
村
合
併
10
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
す

『
夏
ま
つ
り
筑
北
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

 

薬
草
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

国
道
４
０
３
号

　

新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

　

現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た

筑
北
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
策
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
ご
協
力
の
お
願
い

村
で
進
め
て
い
る
薬
草
で
健
康
長

寿
の
村
づ
く
り
事
業
の一
環
と
し
て
上

田
市
菅
平
に
あ
り
ま
す
長
野
県
薬

草
栽
培
試
験
地
見
学
会
を
７
月
21

日
、
８
月
20
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

ま
し
た
。

長
野
県
薬
草
栽
培
試
験
地
は
長
野

県
が
広
大
な
敷
地
を
利
用
し
て
、
気

候
・
環
境
に
適
し
た
薬
草
の
栽
培
技

術
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

薬
草
の
ほ
か
に
も
ハ
ー
ブ
や
薬
木
な
ど

も
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。

見
学
会
で
は
講
師
と
し
て
長
野
県

薬
草
生
産
振
興
組
合
の
牧
幸
男
先

生
に
薬
草
栽
培
試
験
地
の
概
要
、
身

近
な
薬
草
の
活
用
方
法
の
講
義
を
し

て
頂
き
、

乾
燥
さ

せ
た
薬
草

（
標
本
）

も
実
際

に
触
っ
て
、

食
べ
て
み

た
り
し

て
薬
草

を
学
び

ま
し
た
。

村
で
は
、
旧
３
村
が
合
併
し
て
「
筑

北
村
」
と
なって
か
ら
10
年
が
経
過
す
る

こ
と
を
記
念
し
て
、式
典
を
開
催
し
ま
す
。

式
典
終
了
後
に
は
、
７
月
に
開
庁
し

た
本
庁
舎
（
本
城
庁
舎
）
の
内
覧
会

や
物
産
展
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時

平
成
27
年
10
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

○
場
所

本
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
舎
の
隣
）

※
駐
車
場
は
、日
本
ウェル
ネ
ス
高
校

（
旧
本
城
小
学
校
）
校
庭

○
式
典
の
内
容

村
長
式
辞

行
政
功
労
者
等
感
謝
状
贈
呈

来
賓
祝
辞

合
併
10
周
年
記
念
映
像
上
映

聖
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
等

○
式
典
終
了
後

村
で
は
、
将
来
に
わ
た
る
豊
か
な
暮

ら
し
と
魅
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
の
実
現

を
図
り
、
人
口
減
少
を
克
服
し
て
い
く

た
め
、
筑
北
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
を
策
定
中
で
す
。

策
定
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
村
に
お
住
ま

い
の
方
や
村
か
ら
転
出
さ
れ
た
方
の
中

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
郵
送
し
ま
し
た
。

村
の
未
来
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
期
限
は

９
月
25
日
（
金
）
で
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
時
ご
ろ
か
ら
15
時
ご
ろ
ま
で

・
本
庁
舎
（
本
城
庁
舎
）
内
覧
会

・
物
産
展
（
陸
前
高
田
市　

等
）

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
月
30
日
に
筑
北
村
、
麻
績
村
の

住
民
を
対
象
と
し
た
ト
ン
ネ
ル
坑
内

の
現
場
見
学
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
村
合
わ

せ
て
３
１
７
名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
坑
内
で
は
、
掘
削
で
使

用
す
る
機
械
や
、
吹
付
方
法
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
切
羽
先
端
ま
で
約
５

０
０ｍ
を
歩
き
、
掘
削
現
場
の
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ト
ン
ネ
ル
は
平
成
26
年
10
月
に
安

曇
野
市
側
よ
り
掘
削
が
始
ま
り
、
見

学
会
当
日
ま
で
に
７
０
９ｍ
掘
り
進
み
、

平
成
27
年
12
月
に
は
貫
通
す
る
見
込

み
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
と
周
辺
の
道
路
改
良
完

成
ま
で
、
引
き
続
き
通
行
規
制
や
工

事
車
両
の
通
行
等
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

見
学
会
実
施
主
体

戸
田
・
吉
川
・
守
谷
建
設
共
同

企
業
体

長
野
県
松
本
建
設
事
務
所

筑
北
村
、
麻
績
村

筑
北
村
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

主
催
の
『
夏
ま
つ
り
筑
北
』
が
７
月

25
日
（
土
）
坂
井
小
学
校
校
庭
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
は
坂
井
っ
子
太

鼓
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
四
阿
屋
こ

だ
ま
太
鼓
、
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
タ
ー
ズ
の

演
奏
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
聖
南
・
筑
北
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
と
筑
北
・
坂
井
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
大
勢
の

人
が
会
場
に
訪
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
露
店
も
多
く
会
場
に
活
気

を
与
え
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
音
楽
と

シ
ン
ク
ロ
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花

火
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
大
好
評
で
し
た
。
目
の
前
に

広
が
る
幻
想
的
な
空
間
と
美
し
さ

は
観
る
人
た
ち
の
心
を
と
ら
え
、
忘

れ
な
い
夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

今
年
も
盛
況
だ
っ
た
夏
ま
つ
り
、

開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

実
行
委
員
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
試
験
地
に
あ
り
ま
す
薬
草

見
本
園
で
は
実
際
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
薬
草
の
栽
培
方
法
や
効
能
な
ど
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
に
約
20
名
の
方
が

参
加
し
て
、
薬
草
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

村
で
は
第
３
回
目
の
見
学
会
を
９

月
29
日
（
火
）
に
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
先
着
30
名
ま
で
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
は
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

筑
北
村
産
業
課
（
農
林
係
）

電
話
66
‐
２
１
１
１

坑内でスライドによる説明

切羽先端での説明
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地
域
振
興
券
完
売

平
成
25
年
度
よ
り
、
西
条
温
泉

と
く
ら
と
草
湯
温
泉
冠
着
荘
は
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
㈱

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
、
実
績
報

告
書
や
仕
様
書
、
協
定
書
を
確
認

し
て
、
指
定
管
理
者
が
提
供
す
る

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
評
価
、

点
検
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

有
識
者
と
関
係
団
体
代
表
者
で
構

成
さ
れ
る
温
泉
施
設
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
委
員
会
を
開
催
し
、
第
三
者
の

意
見
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
評
価
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
事
業
収
支
等
の
詳
細
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
温
泉
施
設
指
定
管
理
者

へ
の
ご
意
見
は
、
企
画
財
政
課
企

画
係
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
温
泉
施
設
指
定

管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

西条温泉とくら
総合評価（Ｓ～Ｅ：6段階評価） C総合評価（Ｓ～Ｅ：6段階評価） D

草湯温泉冠着荘

評価理由
・季節に応じた特別プラン等、事業運営、業務管理全般に努力
や工夫が見られ、業績に反映されていることが認められる。

・利用者の要望は多様だが、スピーディーな対応による適切な
公的サービスの提供に努めてもらいたい。

・懸案となっている温泉の温度管理について、早急に改善する
ことが必要である。

・収支が目標（計画）を下回っているため、原因の検証が必要
である。

・事業実施において、サービス向上の努力はみられるが、集客
のための宣伝等にも力を注いでもらいたい。

・施設管理等は法令を遵守し、適切に行われている。

施設の利用状況
利用区分等 利用目標 利用実績 対目標比（％）対前年度比（％）

宿泊者数

61,855

3,664

108

109

宴会利用者数 6,131 95

入浴者数 56,894 104

合計（レストラン利用者を含まない） 66,689 103

施設の利用状況
利用区分等 利用目標 利用実績 対目標比（％）対前年度比（％）

宿泊者数

25,400

2,894

110

107

宴会利用者数 2,590 92

入浴者数 22,479 108

合計（レストラン利用者を含まない） 27,963 106

※各項目の評価
5 指定管理者要因による目標値以上の結果で評価できる場合

4 目標値以上の結果で評価できる場合（上記「５」以外）

3 業務等が適切で目標値に達している場合

2 実施計画に基づく管理運営や事業の実施が目標値をやや下回る場合

1 業務等が目標値を大きく下回る場合（改善指導が必要）

※総合評価
Ｓ 期待値を大きく上回る

Ａ 期待値を上回る

Ｂ 期待値をやや上回る

Ｃ 期待どおり

Ｄ 期待値をやや下回る

Ｅ 期待値を下回る

評価理由
・宿泊、入浴客の利用は増加しているが、地元村民が中心
の宴会利用者が減少している。その原因についての分析
を行ってもらいたい。
・全体的に営業努力は認められるが、利用実績は、目標を
下回り、人件費比率等事業収支のバランスに欠けてい
る。管理運営について、検討し改善する必要がある。
・民間事業者のノウハウによる「明るい施設」のイメージ
が具現化されていない。
・施設管理等は法令を遵守し、適切に行われている。

各項目の評価 各項目の評価

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
の
２

 

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）　

　 

の
通
知                  

　                            

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有

す
る
日
本
国
民
及
び
中
長
期
在
留
者

や
特
別
永
住
者
な
ど
の
外
国
人
に

対
し
て
付
さ
れ
る
12
桁
の
番
号
で

す
。
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
住
所
あ
て
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使

う
も
の
で
あ
り
、
通
知
カ
ー
ド
の
紛

失
等
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え

い
し
て
不
正
に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
を
除
い
て
、
変
更
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
大
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

 

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）　         

　 

の
利
用
場
面                                                                                                                                   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野

の
う
ち
、
法
律
又
は
条
例
で
定
め
ら

れ
た
も
の
の
み
利
用
さ
れ
ま
す
。
給

与
、
確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
な

ど
で
、
申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
を
求
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き

に
お
い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、

保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て

手
続
き
を
行
う
場
合
も
あ
る
た
め
、

勤
務
先
や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な

ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

●
通
知
カ
ー
ド 

通
知
カ
ー
ド
は
、
各
個
人
に
対
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
紙
製
の
簡
易
的
な

カ
ー
ド
で
す
。
券
面
に
は
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

顔
写
真
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と

し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
次
号
で
掲
載
し
ま
す
が
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

る
と
き
は
、
こ
の
通
知
カ
ー
ド
を
村

に
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

 

●
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住

　
民
票
の
住
所
地
で
「
通
知
カ
ー

　
ド
」
を
受
け
取
れ
な
い
場
合�

                                                                         

住
民
票
の
住
所
地
と
異
な
る
場
所

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
住
民
票
を
異

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住

民
票
の
住
所
地
で
「
通
知
カ
ー
ド
」

を
受
け
取
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

現
在
お
住
ま
い
の
場
所
を
ご
登
録
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
こ
に
通
知
カ
ー
ド

を
送
付
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
該

当
す
る
方
は
登
録
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
又
は
、

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☎
66-

２
１
１
１

筑
北
村
及
び
村
商
工
会
で
は
、
筑

北
村
地
域
振
興
券
の
第
二
次
販
売
を
、

８
月
２
日
に
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
い
、
多
数
の
皆
様

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
完
売
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
は
、
暑
さ
に
よ
る
体

調
管
理
を
重
視
し
た
こ
と
と
、
駐
車

場
が
満
杯
に
な
り
一
般
道
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、
予
定
時
刻
を
早
め
て
発

売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
総
数

チ
ェ
ッ
ク
に
誤
り
が
あ
り
、
再
販
売

し
た
こ
と
に
よ
り
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
再
発
防
止
の
た
め
、
事
前

準
備
等
を
万
全
に
す
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

こ
の
地
域
振
興
券
の
利
用
期
間
は
、

来
年
（
平
成
28
年
）
１
月
10
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
買
い
求

め
い
た
だ
い
た
地
域
振
興
券
は
、
全

て
期
間
内
に
利
用
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

表面

裏面

通知カード
（イメージ）
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介護保険通信 No.2
１．介護保険制度の改正について
介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設）に入所、ショートス

テイを利用する場合に自己負担する食事代と部屋代について、住民税非課税世帯については、減額
認定が受けられますが、８月１日より、非課税世帯であっても貯金等が 1,000 万円（ご夫婦にあっ
ては、2,000 万円）以上ある方の場合には、減額認定を受けられなくなりました。特別養護老人ホー
ムに入所の場合、実家の配偶者の貯金等も勘案されます。
　又、特別養護老人ホームの相部屋（多床室）に入所、ショートステイを利用する場合に自己負

担する食事代と部屋代について減額認定を受けていない住民税課税世帯については８月１日より、
「室料相当代」を新たに負担していただくことになりました。（具体的な部屋代については、個別に
各施設にお問い合わせください。）

２．輝きさん（村のお元気なお年寄りをご紹介します）
幸盛さんは、学校卒業後、村内の造り酒

屋に就職。その後、自分で造り酒屋を開きた
いと志を持ち東京の酒屋に修行に行かれまし
た。その勤め先で茨城県出身のみつ子さんと
出会い、昭和16年12月ご結婚されました。
（結婚生活74年）その後戦争が激しさを増
し、みつ子さんと長女は坂北に疎開、幸盛さ
んは、補充兵として、東京都、群馬県と任務
に就かれました。戦後は、みつ子さんと長女

の待つ坂北に戻り、食料確保のために荒れた田畑を必死に耕し、4人の子どもを育てられました。
努力家で、気持ちの優しい幸盛さんと穏やかにいつもニコニコしているみつ子さんは、結婚してから今

まで夫婦喧嘩は一度もしたことがないそうです。（70年以上一緒にいて喧嘩しないなんてホントにすごいですね）
幸盛さんは、100歳で車の運転を卒業した（免許を更新しなかった）ので、今は買い物は近所に住む長

男のお嫁さんにお願いしているそうですが、それ以外の家事は二人で協力しておこない、畑で野菜作りを
しながら、仲睦まじく暮らしている宮崎さんご夫妻にお話をお聞きしました。
①　今までの中で印象に残っていることは何ですか？
　　→幸盛さん　戦争中、東京都芝浦の部隊で、侵入した敵機の速度を図る任務に就いた際、敵機の
速度があまりにも早く、何回も測り直して報告したのに、信用してもらえなかったことが辛かった。

　　→みつ子さん　上野駅から坂北まで汽車で７時間もかけて疎開したこと。（坂北は遠かった…。）
②　気をつけていることは何ですか？
　　健康管理。
　　健康のポイント：幸盛さんは、牛乳を毎日３合飲むこと。みつ子さんは毎日ヨーグルトを食べること。
　　食事の際、魚を週４回、肉を週２回必ず食べるように、みつ子さんが栄養を考えた食事作りをしています。
③　将来の夢は何ですか？
　　夫婦でいつまでも元気で過ごしたい。（最後は２人で一緒に、ぴんぴんころりと逝きたい。）

坂北地域中村在住
宮崎　幸盛さん

・大正３年１月１日　
生まれの 101 歳
宮崎　みつ子さん

・大正 12 年７月 20 日
生まれの 92 歳

・ご夫婦２人暮らし

９月21日（月）は敬老の日
筑北村で今年 100 歳を迎える方は、４名いらっしゃいます。
筑北村の平均寿命は、男性 81.7 歳、女性が 87.8 歳と、県の平均寿命の男性
80.9 歳、女性 87.2 歳より長生きです。これからも、みんなで元気で長生きを
目指しましょう！！

※とても仲の良いご夫婦でした。いつまでも仲睦まじく、お元気で！
（次回の輝きさんは、坂井地域を予定しています。）

４
月
か
ら
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
し
た
ロ
コ
ト
レ
教
室
（
介
護

予
防
運
動
教
室
）
は
、
９
月
３

日
（
木
）
か
ら
、
本
城
の
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

（
役
場
本
庁
舎
と
な
り
）
に
会
場

を
変
更
し
ま
し
た
。

毎
回
35
～
45
名
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
安
全
に
、
効
果
的
な

運
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
広
い
場

所
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
坂
北
・

坂
井
方
面
か
ら
、
送
迎
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
電
話
66
‐
２
１
１
１
）
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

今
後
の
日
程 

　

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

時
間　

午
後
１
時
半
～
３
時

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
お
祭

り
用
備
品
の
整
備
を
し
ま
し
た 

　  

本
城
地
域
の
大
沢
常
会
で
は
、

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
が
実
施
す
る
、
宝
く
じ
の

助
成
金
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
１
，
５
０
０
千
円
を
受

け
、
お
祭
り
用
の
五
つ
灯
籠
や
張

幕
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
途
絶
え
る
こ
と
な

く
継
続
し
、
次
世
代
へ
継
承
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
絆
の
深
ま

り
や
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
コ
ト
レ
教
室
の
会
場
が

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

月

日

９
月

17
日

10
月

１
日
・
15
日

11
月

５
日
・
19
日

12
月

３
日
・
17
日

１
月

７
日
・
21
日

２
月

４
日
・
18
日

３
月

３
日
・
17
日

今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて５億円今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて５億円

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや地域住民の福祉向上のために使われます。
収益金は長野県の販売実積により配分されますので、県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

【発売期間】 平成 27年　19月 28日（月）　〜　10月 16日（金）

【抽せん日】 平成 27年　10月 23日（金）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
産
業
課
活
動
報
告
】

ニ
ュ
ー
ス
報
道
で
紹
介

ａ
ｂ
ｎ
長
野
朝
日
放
送
の
報
道

番
組
「
ａ
ｂ
ｎ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

て
、
産
業
課
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

開
設
し
て
い
る
食
品
加
工
販
売
等

相
談
窓
口
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
作
成
支
援
業
務

が
、
直
売
所
ま
ん
だ
ら
の
庄
や
村
民

利
用
者
の
方
々
の
取
材
協
力
の
も

と
７
月
２
日
に
約
７
分
に
わ
た
り

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

番
組
中
で
は
ラ
ベ
ル
刷
新
後
売

り
上
げ
が
倍
増
し
た
自
家
製
の
お

漬
物
や
雑
穀
商
品
シ
リ
ー
ズ
、
ま
た

新
規
に
ラ
ベ
ル
作
成
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
は
ぜ
か
け
米
ラ
ベ
ル
な
ど

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
製
造
現
場
の

ニ
ー
ズ
に
即
し

た
実
践
的
な
支

援
に
よ
る
筑
北

村
の
豊
か
な
地

域
資
源
活
用
商

品
展
開
の
可
能

性
を
感
じ
さ
せ

る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

さ
ん
手
作
り

の
「
や
し
ょ

う
ま
」
で

す
。
季
節
的

に
「
や
し
ょ

う
ま
」
が
お

店
で
手
に
入

ら
な
い
け
れ

ど
、
ど
う
し

て
も
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
載

せ
た
い
と
考
え
た
小
林
さ
ん
は
、
自

分
で
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
作
り
方
を
調
べ
て
初

め
て
作
っ
た
そ
う
で
す
が
、
見
事
な

出
来
に
び
っ
く
り
！
「
筑
北
村
に
は

す
ご
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

新
し
い
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

９
月
の
中
旬
に
は
完
成
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
注
目
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

�

企
画
財
政
課　

滝
沢
麻
理

　

�

大
場
鈴
子

村
の
風
景
を
届
け
る

産
業
課
協
力
隊
は
、
農
産
物
の

背
景
と
な
る
「
風
土
」
の
大
切
さ

に
も
着
目
し
、
村
の
観
光
・
情
報

発
信
の
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
先
日
の
市
民
タ
イ
ム
ス
・
信

濃
毎
日
新
聞
・
松
本
平
タ
ウ
ン
情

報
各
紙
で
も
報
道
さ
れ
た
筑
北
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ブ
ロ
グ
「
ち
～
ブ

ロ
」
を
住
民
有
志
で
運
営
す
る
信

州
ち
く
ほ
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
筑
北
村
PR
企
画
「
信
州
筑
北
村

ふ
る
さ
と
絵
葉
書
」
の
企
画
支
援

も
そ
の
具
体
的
な
活
動
の
ひ
と
つ

で
す
。

今
回
は
、
村
内
外
か
ら
の
応
募

写
真
を
も
と
に
全
11
点
の
絵
葉
書

デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
春
や

秋
の
風
越
峠
や
は
ぜ
か
け
風
景
、

坂
北
地
域
か
ら
の
夕
暮
れ
、
坂
井

地
域
の
安
宮
神
社
等
の
地
域
の
お

宝
風
景
が
絵
葉
書
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

尚
、
こ
の
絵
葉
書
の
売
り
上
げ

は
「
ち
～
ブ
ロ
」
の
運
営
費
と
し

て
使
わ
れ
ま
す
。

�

（
産
業
課　

田
中
・
坂
井
）

【
ひ
と
こ
と
欄
】

９
月
号
の
雑
誌
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」
で

筑
北
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
お
返
し
品

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
業
務
の

他
、
お
返
し
品
の
写
真
撮
り
も
担
当

し
て
い
ま
す
。�

（
田
中
）

お
盆
に
地
区
の
納
涼
祭
が
あ
り
ま

し
た
。
地
区
の
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
底

力
を
感
じ
ま
し
た
。
毎
年
思
う
の
で

す
が
、
本
城
音
頭
「
世
界
真
ん
中
音

頭
」
は
難
易
度
高
い
で
す
が
美
し
い

踊
り
で
す
ね
～
。�

（
坂
井
）

本
城
の
庁
舎
に
徒
歩
で
通
勤
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
約
１
か
月
。
体

重
が
少
し
減
り
ま
し
た
。
普
段
全
く

体
を
動
か
し
て
い
な
い
の
で
、
ち
ょ

う
ど
い
い
運
動
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。�

（
滝
沢
）

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

私
は
休
暇
を
利
用
し
て
タ
イ
に
行

き
、
タ
イ
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
資
格

を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ガ
の
よ
う

な
要
素
を
取
り
入
れ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ

に
は
技
法
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
さ
ら

に
勉
強
し
た
く
な
り
ま
し
た
。（
大
場
）

【
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
中
】

滝
沢
と
大
場
は
、
現
在
、「
筑
北

村
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
改
訂
版
の

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
へ
の

移
住
を
考
え
る
方
に
筑
北
村
の
魅
力

や
生
活
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
。
よ
り
移
住
者
の
視
点

に
立
っ
た
も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
東
京
か
ら
村
に
移
住
さ
れ
た

小
林
美
貴
さ
ん
に
全
体
の
デ
ザ
イ
ン

を
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
移

住
を
体
験
し
た
方
と
、
移
住
希
望
者

に
接
す
る
機
会
が
多
い
空
き
家
バ
ン

ク
担
当
職
員
と
、
自
分
自
身
が
移
住

者
で
も
あ
る
私
た
ち
協
力
隊
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
、
色
々
と
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
筑
北
村
の
特

産
品
の
写
真
を
載
せ
た
い
で
す
ね
」

と
い
う
デ
ザ
イ
ン
担
当
の
小
林
さ
ん

の
一
言
に
、「
直
売
所
で
売
っ
て
い

る
も
の
だ
け
で
な
く
、
郷
土
料
理
も

紹
介
し
た
い
。
昔
の
綺
麗
な
お
皿
に

盛
り
つ
け
て
、
食
卓
の
写
真
に
し
た

ら
ど
う
か
。
撮
影
は
雰
囲
気
の
い
い

古
民
家
の
よ
う
な
場
所
で
で
き
る
と

い
い
の
だ
け
ど
」
と
大
場
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
う
い
え

ば
、
以
前
、
乱
橋
の
「
枡
屋
商
店
」

さ
ん
で
、
蔵
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
る
古
い
お
膳
や
綺
麗
な
絵
柄
の
食

器
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
古
民
家
と
言
え
ば
、
坂

井
で
色
々
な
活
動
を
ご
一
緒
し
て
い

る
「
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
」
の
メ

ン
バ
ー
に
は
、
雰
囲
気
の
あ
る
素
敵

な
古
民
家
に
お
住
い
の
方
が
大
勢
い

ま
す
。

早
速
、
小
林
さ
ん
と
大
場
と
３

人
で
、「
枡
屋
商
店
」
さ
ん
に
伺
い
、

古
い
お
皿
や
塗
の
お
椀
な
ど
を
お
借

り
で
き
な
い
か
ご
相
談
し
ま
し
た
。

「
昔
は
結
婚
式
も
全
部
自
宅
で
や
っ

た
の
よ
。
だ
か
ら
こ
ん
な
に
食
器
が

あ
る
の
」
と
話
し
な
が
ら
様
々
な
種

類
の
器
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、「
こ

ん
な
古
い
物
が
い
い
の
？
い
く
ら
で

も
使
っ
て
い
い
わ
よ
」
と
快
く
貸
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
撮
影
場
所
は
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
坂
井
の
玉
井

文
江
さ
ん
に
ご
相
談
し
て
、
ご
自
宅

で
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
玉
井
さ
ん
の
お
家
の
台
所
を

使
わ
せ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
お
料
理

を
し
な
が
ら
色
々
な
話
を
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
し
て
、
村
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
素
敵
な
写
真
を

た
く
さ
ん
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

撮
影
の
時
に
驚
い
た
の
が
、
小
林

筑北村「福祉教育の日」が実施されます

筑北小学校と坂井小学校では、２校合同による「福祉教育の日」を実施します。
これは、障がいを乗り越えてたくましく生活している方の生き方に学んだり、障がいの

実態や支援方法を理解したりして、自分で出来ることを考え、福祉や障がい者に対する意
識を高めていくねらいで、毎年１回、村内の小学４年生から６年生を対象に、赤い羽根共
同募金の助成を得て実施しているものです。
地域のみなさんもご鑑賞いただけますので、この機会にぜひご来場ください。

○開催日時　10 月１日（木）10 時 50 分から 12 時まで
○場　　所　坂井小学校体育館
○内　　容　主に知的障がいを持っている方が音楽を通じて社会的自立できるように支援
　　　　　　しているNPO法人ケ・セラの活動のひとつである「楽団ケ・セラ」に所属
　　　　　　するみなさんをお招きしての演奏会
◇お問い合わせ先　坂井小学校（電話 67-2241）または
　　　　　　　　　筑北村社会福祉協議会（電話 66-2506）
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認知症と糖尿病
～糖尿病など生活習慣病の予防・改善が、認知症の予防につながります～

健康
ほっと
情報

●認知症は脳の神経細胞が障害されることによっておこり、認知症の約 50％がアルツハイマー
病、約 30％が血管性認知症です。
●認知症の症状
新しい体験をまるごと忘れ
てしまう、「記憶障害」がみられます。
　（食事したこと自体を忘れる・
財布をタンスにしまったことを忘れ、
盗られたに違いないと言う「物盗られ妄想」などがみられることがあります。）
本人には物忘れをしているという、自覚がありません。
徐々に進行し思考力・判断力が低下し、買い物や料理ができなくなったり、時間・場所・　　

　人の認識ができなくなっていきます。

認知症の発症には、糖尿病・高血圧症・脂質異常症などの生活習慣病や、肥満、飲酒過多、喫
煙、不健康な食事などの生活習慣が深くかかわっています。

年に１度は健診を受けて、生活習慣病を予防・改善していきましょう。

料理が
できない…

アルツハイマー病は「脳の糖尿病」
糖尿病と糖尿病予備軍ではアルツハイマー病の発症リスクは２～４倍に！

アルツハイマー病は、「アミロイドβ（ベータ）」という老廃物質が脳に
蓄積することが原因の１つです。
これにより脳が委縮し、認知症を引き起こすとされています。

血糖値の上昇を抑えることが
アミロイドβの蓄積を防ぎます

　血糖値が高いと血糖を下げるホルモンであるインスリンが過剰に分泌されま
す。インスリンは最終的に「インスリン分解酵素」によって分解されるのですが、
一方でこの酵素がアルツハイマー病の原因物質のアミロイドβも分解しているの
です。「インスリン分解酵素」は、食事のとりすぎでインスリンが多く出すぎると、
その処理で手いっぱいになり、アミロイドβの分解がおろそかになって、アミロ
イドβが脳に蓄積してしまうのです。　　

アルツハイマー病と血管性認知症の関係
血管性認知症は、脳の血管が詰まる「脳梗塞」などによって脳細胞がダメージを受けることで起こります。

アルツハイマー病＋血管性認知症　両方の病気が重なり合うと、認知症状が掛け算的に悪化します。
　　　　　　　　　　　　　　　　生活習慣病の管理が何よりも重要です。

認知症予防のための食生活
～血糖値の上昇を抑える食生活で、脳へのアミロイドβの蓄積を防ぎましょう～

１．ご飯やパン、麺類などの炭水化物の食べ過ぎを防ぎましょう。
２．脂肪のとり過ぎも血糖値を上げる原因になります。

内臓脂肪が増えて、いわゆる「メタボ」の状態になると、インスリンの効きを悪くする物質が
出て、血糖値が下がりにくくなりますので、脂肪のとり過ぎを控え肥満を防ぎましょう。

３．食べる順番を変えて　１．野菜　　２．魚・肉　　３．ごはんの順に
まずはじめに、野菜・きのこ・海草から食べ、次に魚や肉などのたんぱく
質が豊富なおかずを食べ、最後にごはんやパン、麺類などの炭水化物を食べ
るようにします。
野菜などの食物繊維が糖の吸収を遅くしてくれるので、食後の血糖値の上
昇がゆるやかになり、インスリンの分泌も抑えられます。
また、最初に繊維質の多い野菜を良く噛んで食べることで満腹感が増し、最後に食べるご飯の
量が自然に減らせるというメリットもあります。

認知症予防のための運動
～運動を積極的に取り入れましょう～

運動をすることでアミロイドβを分解する酵素が分泌されることが科学的にわかってきました。
運動習慣のある人は認知症の発症頻度が30％低いといわれています。
１．有酸素運動は認知症予防に有効です。
　ウォーキングは１日7000歩～8000歩を目指して早歩きを取り入れ、週３回以上行った場
合認知症のリスクを約30％減らすことができるといわれます。
膝や腰の悪い方などでは、室内でできる体操や、庭弄り・畑仕事、掃除などの家事でできるこ
とから、毎日身体を動かすようにしましょう。

認知症予防のために　社会参加を
社会的つながりを多く持っている人では、つながりの少ない人に比べ認知症の発症率が８分の１
に抑えられているというデータがあります。地域の身近な活動などに積極的に参加しましょう。

認知症は周りの人が早く気付いて専門機関に相談することが大切です。
役場住民福祉課でも相談をお受けしています。お気軽にご相談ください。

認知症ってどんな病気？

認知症を防ぐために

１.野菜

２.魚・肉

３.ご飯

食べたかしら？
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10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
左
記

に
よ
り
、
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
て
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

★
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

●
受
付
期
間

　
　

９
月
30
日
（
水
）
午
後
３
時
ま
で

　

●
予
約
受
付

　

役
場
総
務
課
又
は
各
支
所
に
て

受
け
付
け
ま
す
。

◇
相
談
内
容

不
動
産
の
登
記
・
会
社
（
法
人
）

の
登
記
に
関
す
る
も
の
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
等
多
重
債
務
に
関
す
る

も
の
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
財

産
管
理
に
関
す
る
も
の
、
相
続
に
関

す
る
も
の
、
不
動
産
の
売
買
・
贈
与

等
の
取
引
に
関
す
る
も
の
、
借
地
借

家
に
関
す
る
も
の
、
悪
質
商
法
被
害

に
関
す
る
も
の
、
貸
金
・
売
掛
金
等

の
回
収
に
関
す
る
も
の　

な
ど

◇
日
程
・
場
所

　

●
開
設
日
（
３
地
区
同
日
）

　
　

10
月
１
日　

木
曜
日

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象

に
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員
が

各
戸
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
か
ら
紙
の
調
査
票
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
回
答
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
次
の
事
項
を
調
査
し
ま
す
。

　

・
全
17
項
目
あ
り
ま
す
。

◆
世
帯
に
つ
い
て　

４
項
目

世
帯
員
の
数
、
住
居
の
種
類
、

住
宅
の
建
て
方
な
ど

◆
世
帯
員
に
つ
い
て
13
項
目

　

男
女
の
別
、
出
生
年
月
日
、
就

業
の
状
態
、
従
業
地
又
は
通
学
地

な
ど

○
結
果
は
平
成
28
年
２
月
に
速
報
が
公

表
さ
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
平
成
28
年

10
月
か
ら
順
次
公
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
調
査
に
つ
い
て
の
個
人
情

報
は
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ

れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

に
つ
い
て
も
厳
重
な
安
全
対
策
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　

●
本
城
地
域

　
　

▽
筑
北
村
役
場

　
　

▽
午
前
10
時
～
12
時

　

●
坂
北
地
域

　
　

▽
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　

地
階
会
議
室（
坂
北
支
所
隣
）

　
　

▽
午
前
10
時
～
12
時

　

●
坂
井
地
域

　
　

▽
筑
北
村
坂
井
公
民
館

　
　

▽
午
後
２
時
～
４
時

※
司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

電
話 
66-
２
１
１
１

普通救命講習会開催のご案内
普通救命講習会を次のように開催しますので、是非ご参加ください。

　１　開催日時　平成 27 年 10 月 31 日（土）　午前 9 時から午前 12 時まで
　２　開催場所　安曇野市明科中川手３１６７番地１　明科体育館２階柔剣道場
　３　内　　容　　　

　大人を対象とした胸骨圧迫や人工呼吸の実技、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法、
出血時の止血法の応急手当などの講習

　４　定　　員　30 名
　５　受 講 料　無料
　６　申し込み方法
　　・麻績消防署または明科消防署に直接受講申込書記入、もしくは電話申し込み。

　　　　麻績消防署　電話 67 － 2992　　明科消防署　電話 62 － 2992
　　・申込締切日　10 月 30 日（金）または定員 30 名となり次第

筑北村
議会だより
平成27年9月18日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

本議会の映像は
筑北村ホームページから
ご覧になれます。

第59号

議
会
６
月
定
例
会

一
般
質
問

火
の
見
や
ぐ
ら
の
維
持
管
理中村 弘 議員

質
問
　
筑
北
村
の
火
の
見
や
ぐ
ら
の

総
数
と
、
そ
の
内
の
白
熱
電
球
の
や

ぐ
ら
の
数
、
ま
た
、
そ
れ
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
す
る
予
定
は
な
い
か
伺
う
。

総
務
課
長
　
村
内
の
火
の
見
や
ぐ
ら

は
48
基
（
本
城
15
・
坂
北
17
・
坂
井

16
）
そ
の
内
３
基
に
電
球
が
な
い
状

況
で
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
徐
々
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
在
村
の

防
犯
灯
も
１
割
程
度
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
て
い
る
。
防
犯
灯
と
あ
わ
せ
て
今

後
、
計
画
的
に
更
新
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

 　

防
火
水
槽
の
管
理

質
問
　
河
川
か
ら
直
接
取
水
し
て
い

る
防
火
水
槽
は
何
基
あ
る
か
。
ま
た

水
槽
に
た
ま
っ
た
土
砂
の
片
付
け
・

管
理
は
ど
の
様
に
し
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長
　
村
内
に
１
７
１
基
あ
り
、

そ
の
内
、
８
割
程
度
が
河
川
か
ら
の

取
水
で
あ
る
。
団
員
の
減
少
に
よ
り
、

清
掃
等
の
管
理
は
困
難
な
状
態
で
あ

る
。
村
で
の
対
応
も
数
が
多
い
の
で

難
し
い
。
新
設
す
る
防
火
水
槽
に
つ

て
は
密
閉
式
の
水
槽
を
整
備
し
団
員

の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

合
わ
せ
て
団
員
確
保
に
努
め
た
い
。

防
火
水
槽
の
表
示
板

質
問
　
防
火
水
槽
を
示
す
表
示
板
の

文
字
が
薄
れ
、
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
管
理
体
制
を
伺
う
。

総
務
課
長
　
防
火
水
槽
の
表
示
板
は
、

火
災
の
消
火
活
動
の
際
、
車
両
の
駐

車
の
制
限
や
障
害
物
を
置
か
な
い
な

ど
の
規
制
を
す
る
役
割
が
あ
る
。
団

員
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
、
必
要
な

も
の
は
随
時
更
新
を
し
て
い
く
。

質
問
　
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

こ
の
冬
の
村
全
域
で
の
停
電
は
、
住

民
に
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
不
安
に
感

じ
た
方
は
多
か
っ
た
。
火
の
見
や
ぐ

ら
・
防
火
水
槽
は
災
害
時
対
応
に
は

欠
か
せ
な
い
重
要
な
施
設
な
の
で
、

今
後
も
村
・
消
防
団
が
連
携
を
取
り

管
理
し
て
頂
き
た
い
。

村
内
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

宮島 義次 議員

質
問
　
村
の
野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
つ
い
て
、
施
設
の
充
実
が
望
ま

れ
て
い
る
。

☆
本
城
球
場

①
大
会
役
員
・
審
判
員
が
入
れ
る
本

部
室

②
ボ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ア
ウ
ト

の
表
示
板

③
放
送
設
備
等
の
設
置

☆
坂
北
や
す
ら
ぎ
球
場

①
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
・
内
野
部
分
へ

の
観
覧
席
設
置

☆
坂
井
、坂
北
や
す
ら
ぎ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

①
人
工
芝
の
張
り
替
え

　

以
上
に
つ
い
て
、
村
の
考
え
を
尋

ね
る
。

教
育
長
　
本
城
球
場
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
本
城
球
場
と
坂
北
や
す
ら
ぎ

球
場
を
一
体
的
に
し
た
大
会
が
増
え

て
き
て
お
り
、
大
会
役
員
・
審
判
員

が
入
れ
る
本
部
室
、
ボ
ー
ル
・
ス
ト

ラ
イ
ク
・
ア
ウ
ト
の
表
示
板
、
放
送

設
備
等
の
設
置
は
、
利
用
者
を
増
や

す
有
効
的
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
が
、

以
前
に
も
こ
れ
ら
と
大
型
得
点
板
の

設
置
の
要
望
が
あ
り
、
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
工
事
費
が
１
千
万
円
近
く
か

か
る
こ
と
か
ら
、
財
政
へ
の
負
担
を

考
え
、
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
事
業
費
を
抑
え
る
簡
易
な
も

の
で
対
応
で
き
れ
ば
検
討
し
、
設
置

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

消防 火の見やぐら
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い
く
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
と
良
好

な
関
係
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の
問
題
提
起

質
問
　
先
日
の
新
聞
紙
上
に
「
麻
績

村
の
観
光
２
施
設
、
今
年
中
に
指
定

管
理
者
を
選
定
」
の
記
事
が
載
り
、

本
村
と
同
じ
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
社

（
以
下
、
共
立
Ｍ
社
）
の
撤
退
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
た
。
本
件
に
つ
き
共
立

Ｍ
社
と
連
絡
を
取
り
合
わ
れ
た
か
尋

ね
る
。

総
務
課
長
　
先
方
の
総
支
配
人
が
麻

績
村
施
設
の
現
状
と
経
過
等
に
つ
い

て
説
明
に
来
ら
れ
た
。

質
問
　『
会
社
四
季
報
』
で
共
立
Ｍ

社
の
業
績
を
調
べ
た
が
、
直
近
３
年

間
で
売
上
げ
は
14
億
円
、
経
常
利
益

は
22
億
円
も
伸
び
た
。
今
期
経
常
利

益
額
は
75
億
円
を
見
込
ん
で
お
ら
れ
、

当
初
予
算
41
億
円
余
の
筑
北
村
に
は

身
の
丈
以
上
の
相
手
と
感
じ
る
。
し

か
し
、
業
績
は
良
く
て
も
、
不
採
算

の
事
業
は
切
り
捨
て
る
と
い
う
企
業

論
理
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
す
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

地
方
の
隅
々
ま
で
経
済
の
好
循
環
を

行
き
渡
ら
す
と
い
う
政
府
の
戦
略
に

も
逆
行
し
て
い
る
と
考
え
る
。

う
役
割
と
活
動
状
況
、
成
果
を
伺
う
。

総
務
課
長
　
平
成
23
年
度
か
ら
各
区

に
職
員
を
３
～
５
名
配
置
し
、
地
域

づ
く
り
支
援
や
行
政
と
の
連
絡
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　

内
部
で
の
取
組
み
内
容
は
、
リ

ー
ダ
ー
会
議
で
共
有
し
、
活
動
結

果
を
集
落
担
当
事
業
報
告
書
で
提

出
す
る
。
21
区
の
う
ち
17
区
で
自

主
防
災
組
織
が
結
成
で
き
、
大
き

な
成
果
と
考
え
る
。

質
問
　
集
落
担
当
の
活
動
に
よ
り
職

員
の
皆
さ
ん
に
通
常
業
務
へ
支
障
が

出
て
い
な
い
か
、
ま
た
手
当
等
の
支

給
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
勤
務
時
間
外
で
の
活
動

が
主
だ
が
、
日
程
調
整
な
ど
で
対
応

し
、
特
に
支
障
は
な
い
。
活
動
は
公

務
扱
い
と
し
、
時
間
外
手
当
を
支
給

し
て
い
る
。

質
問
　
次
の
10
年
を
考
え
る
と
、
集

落
の
再
編
成
や
施
設
統
廃
合
の
問
題
、

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
退
職
な
ど
厳
し
い

課
題
が
多
い
。
地
域
住
民
と
職
員
と

の
関
係
づ
く
り
、
特
に
坂
井
・
坂
北

地
域
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
伺
う
。

村
長
　
本
庁
方
式
に
よ
り
、
役
場
が

遠
く
な
っ
た
と
い
う
印
象
も
あ
る
か

と
思
う
。
集
落
担
当
制
度
を
通
じ
て

積
極
的
に
地
域
へ
職
員
が
出
か
け
て

地
域
振
興
券
の
発
売

質
問
　
予
約
申
込
書
を
各
自
が
直
接

役
場
支
所
に
提
出
し
な
い
と
い
け
な

い
か
。
ま
た
、
発
売
に
当
た
っ
て
発

売
所
ま
で
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人

は
ど
う
な
る
の
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
予
約
申
込
に
つ
い
て
は
、

各
常
会
長
さ
ん
に
予
約
申
込
書
の
取

り
ま
と
め
と
、
役
場
各
支
所
へ
の
提

出
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
で
直
接
役
場
も
し
く
は

商
工
会
へ
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
発
売
所
ま
で
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
一
斉
発
売

後
に
商
工
会
窓
口
で
常
設
販
売
を
す

る
。
ま
た
、
商
工
会
の
移
動
販
売
車

「
お
た
が
い
さ
ま
」
で
も
引
換
販
売

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
こ

ち
ら
で
の
購
入
を
お
願
い
し
た
い
。

集
落
職
員
担
当
制
度
の
問
題
提
起

太田 守彦 議員

質
問
　
集
落
を
担
当
す
る
職
員
が
担

　

坂
北
や
す
ら
ぎ
球
場
に
つ
い
て
は
、

村
内
ク
ラ
ブ
、
高
校
、
大
学
野
球
部

の
練
習
、
各
種
大
会
、
県
大
会
な
ど

が
多
数
開
催
さ
れ
て
お
り
、
利
用
度

は
高
く
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
、
内
野

部
分
へ
の
観
覧
席
の
設
置
は
、
利
用

者
や
観
覧
者
か
ら
の
要
望
も
多
い
こ

と
、
現
在
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
担

当
課
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
。　
　

　

坂
井
、
坂
北
や
す
ら
ぎ
コ
ー
ト
の

人
工
芝
の
張
り
替
え
は
10
年
が
目
安

だ
が
、
両
コ
ー
ト
は
20
年
以
上
経
過

し
て
お
り
、
限
界
が
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
計
画
的
に
張
り
替

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
施
設
改
修
に

は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
の
で
、

各
施
設
の
運
営
方
法
や
施
設
使
用
料

等
も
精
査
し
、
計
画
的
に
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

本城グラウンド（野球場）

12
空
き
家
対
策
計
画

13
空
き
家
改
修
補
助
、

14
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

15
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業

16
地
域
防
災
計
画
策
定

17
空
き
校
舎
活
用
支
援
補
助
金

18
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
補
助
金

☆
特
別
会
計

19
宅
地
分
譲
地
看
板
設
置

20
簡
易
水
道
資
産
台
帳
作
成

21
簡
易
水
道
施
設
整
備
計
画
策
定

 

空
き
家
対
策

小山 正博 議員

質
問
　
空
き
家
情
報
登
録
制
度
、
通

の
進
捗
状
況
を
再
度
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長
　
残
り
21
事
業
中
18

事
業
は
既
に
契
約
済
で
事
業
に
着
手

し
て
お
り
、
９
月
頃
ま
で
に
竣
工
予

定
。
未
着
手
の
総
合
戦
略
策
定
事
業

は
、
策
定
に
向
け
て
準
備
中
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
委
託
は

業
者
選
定
の
準
備
中
。
空
き
家
改
修

補
助
金
は
、
５
月
か
ら
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

地
方
創
生
に
関
係
す
る
も
の
が
10
事

業
あ
り
、
繰
越
が
多
く
な
っ
て
い
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
村
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
意
味
で
、
残
り
21
事
業
の

内
容
説
明
を
願
う
。

企
画
財
政
課
長
　
一
般
会
計
18
事
業
、

特
別
会
計
３
事
業
で
、
次
の
と
お
り
。

☆
一
般
会
計

１
合
併
記
念
ビ
デ
オ
作
成
等

２
筑
北
村
総
合
戦
略
策
定

３
公
共
施
設
等
総
合
管
理
策
定

４
秋
葉
団
地
職
員
駐
車
場
整
備

５
番
号
制
度
対
応

６
庁
舎
改
修
工
事
設
計
監
理

７
庁
舎
什
器
調
査
・
計
画
策
定

８
庁
舎
改
修
に
係
る
村
単
工
事

９
移
住
ナ
ビ
動
画

10
移
住
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
改
定

11
空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

繰
越
事
業
に
つ
い
て

山崎 広道 議員

質
問
　
平
成
26
年
度
の
繰
越
事
業
は

地
方
創
生
に
関
連
し
た
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
地
方
創
生
に
よ
る
村
づ
く

り
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
村

長
の
考
え
と
決
意
を
尋
ね
る
。

村
長
　
村
と
し
て
は
、
前
へ
進
む
た

め
の
色
々
の
事
を
取
り
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
か
ら
の
交

付
さ
れ
る
交
付
金
の
都
合
で
予
算
付

け
も
年
度
末
と
な
り
、
繰
越
事
業
と

し
た
。

質
問
　
繰
越
事
業
の
実
行
事
業
数
と
、

事
業
の
現
在
の
進
捗
状
況
、
事
業
が

完
了
し
た
箇
所
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長
　
繰
越
事
業
は
一
般

会
計
20
事
業
、
特
別
会
計
３
事
業
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
土
木
総
務

費
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
構
想
検
討
業
務
、
道
路
新
設
改

良
の
２
事
業
は
、
す
で
に
完
了
し
て

い
る
。

質
問
　
残
り
21
事
業
の
５
月
末
ま
で

村
長
　
更
な
る
企
業
努
力
を
総
支
配

人
へ
お
願
い
し
た
。
村
民
か
ら
の
不

満
も
聞
く
が
、
も
う
少
し
様
子
を
み

た
い
。

質
問
　
指
定
管
理
施
設
は
14
あ
り
、

今
ま
で
様
々
な
要
望
が
出
さ
れ
、
村

は
前
向
き
に
対
応
し
て
き
た
。
契
約

が
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
村
が
負
担
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

村
長
　
指
定
管
理
者
制
度
は
メ
リ
ッ

ト
も
多
い
が
、
今
後
は
事
業
成
果
の

公
表
や
制
度
の
透
明
性
を
高
め
て
い

く
。

 

指定管理施設「西条温泉とくら」

社会資本総合整備事業
村道学校線
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指
定
管
理
者
制
度
の
運
用山田 寿 議員

質
問
　
指
定
管
理
の
目
的
と
、
現
在

の
運
用
状
況
を
伺
う
。

村
長
　
公
の
施
設
に
民
間
の
能
力
を

活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・
質
の

改
善
と
、
行
政
経
費
の
削
減
を
図
る

の
が
目
的
で
あ
る
。
14
施
設
あ
る
中

で
、
３
施
設
以
外
は
黒
字
で
あ
る
。

赤
字
の
原
因
と
し
て
は
、
維
持
経
費

の
高
騰
、
人
の
流
れ
等
の
周
辺
環
境

の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

質
問
　
管
理
者
選
定
の
段
階
で
、
企

業
経
営
診
断
の
プ
ロ
、
同
業
種
の
精

通
者
、
利
用
者
代
表
を
委
員
と
し
て

組
み
入
れ
て
は
如
何
か
。

村
長
　
選
定
委
員
の
枠
組
み
も
変
更

さ
れ
た
の
で
、
参
考
に
し
な
が
ら
選

定
を
実
施
し
た
い
。

質
問
　
指
定
管
理
料
に
上
乗
せ
す
る

形
で
、
新
た
な
要
望
が
出
さ
れ
た
場

合
の
対
処
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
　
原
則
的
に
は
基
本
協
定
書
の

定
め
に
従
う
が
、
大
き
な
変
化
が
あ

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
変
更

質
問
　
文
字
放
送
と
防
災
カ
メ
ラ
映

像
の
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
変
更
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
再
設

定
を
村
に
依
頼
し
た
件
数
）
状
況
を

尋
ね
る
。
参
考
ま
で
に
私
の
身
近
で

は
、
10
人
中
約
３
人
の
み
の
変
更
だ

っ
た
。

総
務
課
長
　
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
方
法

に
つ
い
て
の
広
報
を
３
月
に
全
戸
配

布
し
た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の
実
数

は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
村
へ
の

設
定
依
頼
は
８
件
だ
っ
た
。
村
で
は
、

８
件
と
少
数
で
あ
っ
た
の
で
殆
ど
終

了
し
た
と
の
認
識
で
あ
る
。　

質
問
　
村
の
認
識
で
は
終
了
で
も
、

私
の
知
る
範
囲
で
は
全
く
逆
で
あ
る
。

何
ら
か
の
方
法
で
確
認
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
更
な
る
普
及
つ
い
て
対
応

を
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
文
字
放
送
や
防
災
カ
メ

ラ
は
、
村
の
告
知
と
非
常
時
の
情
報

伝
達
手
段
の
１
つ
で
、
い
つ
で
も
視

聴
で
き
る
事
は
重
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
停
電
時
に
は
視
聴
で
き
な
い
の

で
、
今
後
将
来
に
向
け
て
更
に
多
角

的
に
検
討
し
、
公
報
等
を
使
っ
て
推

進
し
て
い
く
。

の
申
請
が
あ
り
、
緊
急
性
が
高
か
っ

た
た
め
先
に
撤
去
し
た
。

質
問
　
昨
年
６
月
に
も
質
問
し
た
が
、

冠
着
駅
前
の
住
宅
の
老
朽
化
が
、
更

に
進
み
、
ま
た
危
険
性
も
増
し
て
い

る
と
の
住
民
の
声
も
あ
る
。
村
の
対

応
を
尋
ね
る
。

村
長
　
１
年
間
情
報
を
収
集
し
所
有

者
が
村
へ
寄
付
す
る
事
が
確
認
さ
れ
、

本
年
度
中
に
撤
去
予
定
で
あ
る
。

 

称
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
つ
い
て
、

空
き
家
を
活
用
し
人
口
増
と
都
市
住

民
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
実
施
さ

れ
３
年
が
経
過
す
る
が
、
現
状
を
尋

ね
る
。

村
長
　
空
き
家
は
１
９
４
棟
で
、
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
数
は
48
棟
。
契

約
数
は
23
棟
で
、
募
集
中
が
13
棟
。

内
訳
は
、
15
棟
が
県
外
か
ら
、
２
棟

が
村
内
、
５
棟
が
別
荘
利
用
、
１

棟
が
法
人
で
あ
る
。
県
内
外
か
ら

39
名
の
移
住
が
あ
り
、
一
定
の
成

果
と
考
え
る
。

質
問
　
１
９
４
棟
中
48
棟
が
登
録
、

約
75
％
の
１
４
６
棟
が
未
登
録
だ
が
、

そ
の
理
由
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長
　
１
番
多
い
の
は
、

お
盆
等
の
帰
省
時
に
使
用
し
た
い
。

２
番
目
は
、
家
財
が
相
当
残
っ
て
い

る
。
３
番
目
は
、
移
住
者
と
近
所
の

方
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
考
慮
し
て
た
め

ら
う
。
以
上
の
理
由
で
あ
る
。

質
問
　
４
月
か
ら
老
朽
危
険
空
き
家

対
策
と
し
て
、「
空
き
家
解
体
撤
去

補
助
制
度
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

運
用
状
況
を
尋
ね
る
。

村
長
　
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定

中
で
、
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
も
の
は

23
棟
。
そ
れ
以
外
に
５
月
ま
で
に
坂

北
・
坂
井
地
域
で
各
１
件
の
計
２
件

JR 冠着駅前の老朽化住宅

あ
り
、
苦
慮
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

長
を
中
心
に
効
率
よ
く
出
来
る
よ
う
、

環
境
を
整
え
見
直
す
予
定
で
あ
る
。

意
見
　
筑
北
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

が
４
名
で
は
、
現
状
に
追
い
つ
か
な

い
状
態
で
あ
る
。
村
長
に
人
的
配
置

を
要
望
し
た
い
。

 

松
く
い
虫
燻
蒸
処
理
の
後
始
末

ビ
ニ
ー
ル
と
薬
剤
ビ
ン
の
回
収

質
問
　
昨
年
６
月
に
同
じ
質
問
を
し

た
が
、
燻
蒸
処
理
後
の
期
間
と
、
松

を
覆
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
と
薬
剤
ビ

ン
を
片
づ
け
る
予
定
は
あ
る
か
伺
う
。

村
長
　
被
覆
薬
剤
の
燻
蒸
す
る
た
め

の
期
間
は
１
週
間
か
ら
２
週
間
程
度

が
必
要
で
あ
る
が
、
気
候
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で
、
１
か
月
を
目
安
に
考

筑
北
小
学
校
が
開
校
し
て

　
　

２
ヶ
月
間
の
現
状鎌田 欣子 議員

質
問
　
２
ヶ
月
が
過
ぎ
た
筑
北
小
学

校
の
現
状
と
放
課
後
児
童
の
様
子
を

伺
う
。

教
育
次
長
　
本
城
地
域
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
全
員
が
乗
車
し
て
い
る
。
朝

は
順
調
に
運
行
し
て
い
る
。
帰
り
に

つ
い
て
は
、
学
校
の
日
課
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
動
き
等
々
や
路
線
も

複
雑
で
子
ど
も
達
も
戸
惑
っ
て
い
る

状
態
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て

き
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
迷
わ
な

い
よ
う
に
と
、
先
生
・
放
課
後
児
童

の
指
導
員
の
皆
さ
ん
に
ご
苦
労
を
か

け
て
い
る
。

質
問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録

人
数
と
今
後
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
尋
ね
る
。

教
育
次
長
　
放
課
後
か
ら
午
後
５
時

半
ま
で
は
無
料
と
な
り
、
当
初
考
え

て
い
た
よ
り
多
く
の
登
録
が
（
現
在

筑
北
小
78
名
・
坂
井
小
41
名
が
登
録
）

据
え
、
住
民
の
意
識
の
変
化
に
も
留

意
し
つ
つ
、
意
義
あ
る
成
果
を
生
む

よ
う
要
望
し
た
い
。

財
政
支
出
削
減
の
た
め
の

後
発
医
薬
品
の
使
用

質
問
　
通
称
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
」
は
、
先
発
の
医
薬
と
対
比
し
て

も
効
用
の
面
で
遜
色
が
な
く
、
価
格

も
安
価
で
あ
る
。
医
療
費
支
出
削
減

の
た
め
効
果
的
で
あ
る
。
使
用
状
況
、

今
後
の
対
処
法
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長
　
全
国
で
40
％
の
普

及
率
で
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
80
％

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
当
村
で
は

現
在
56
％
。
薬
品
の
情
報
提
供
や
安

定
供
給
に
問
題
が
残
る
が
、
今
後
一

層
の
使
用
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問
　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
品

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
後
発
医

薬
品
へ
の
移
行
を
勧
め
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

れ
ば
、
双
方
で
協
議
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。

筑
北
村
教
育
検
討
会
議
の

立
ち
上
げ

質
問
　
筑
北
村
教
育
検
討
会
議
の
内

容
は
、
筑
北
村
の
義
務
教
育
の
方
向

を
定
め
る
重
要
な
指
針
に
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
委
員
選
定
の
考
え
方
を

伺
う
。

教
育
長
　
検
討
結
果
は
教
育
委
員
会

へ
の
答
申
を
考
え
て
い
た
が
、
将
来

の
村
の
教
育
及
び
教
育
環
境
を
幅
広

く
討
議
す
る
た
め
、
教
育
委
員
も
委

員
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
保
育
園
、

小
中
学
校
か
ら
と
、
客
観
性
の
確
保

の
た
め
、
村
内
外
の
識
見
者
、
計
20

名
で
構
成
す
る
。

質
問
　
密
度
の
高
い
意
見
集
約
の

観
点
か
ら
検
討
事
項
を
提
案
す
る

ス
タ
イ
ル
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
如
何
か
。

教
育
長
　
諮
問
と
し
て
は
提
示
し
な

い
方
針
で
あ
る
。
教
育
・
教
育
環
境

に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
の
種
々
の
検
討

会
の
中
身
を
踏
ま
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
た
い
。

質
問
　
会
議
の
内
容
は
将
来
的
に
重

要
で
あ
る
。
児
童
・
生
徒
を
中
心
に

筑北小学校放課後児童クラブ
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教
育
委
員
も
含
む
検
討
会
議
に
変
更

し
、
村
と
し
て
教
育
及
び
教
育
環
境

が
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
答
え
を
出

し
て
い
く
。
７
月
に
初
回
の
会
議
を

予
定
し
て
い
る
。

質
問
　
学
校
の
統
合
を
前
提
と
し
て
、

財
政
面
も
含
め
、
一
日
も
早
く
検
討

を
し
て
貰
い
た
い
が
如
何
か
。

教
育
長
　
こ
れ
か
ら
の
村
の
財
政
を

考
え
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

医
療
費
の
低
減
対
策

質
問
　
村
は
医
療
費
が
非
常
に
高
額

で
あ
り
、
そ
の
原
因
分
析
と
予
防
対

策
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長
　
村
の
一
人
当
た

り
医
療
費
は
41
万
５
千
６
３
５
円

で
県
下
１
位
。
医
療
費
が
高
い
理

由
と
し
て
、
糖
尿
病
患
者
が
多
い

こ
と
、
高
齢
化
率
約
41
％
等
が
あ

る
。
医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、

予
防
で
き
得
る
疾
患
の
発
症
予
防

と
、
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
村
の
特
定
健
診
受
診
率
は

約
半
分
で
あ
り
、
未
受
診
者
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

原
因
分
析
も
進
め
て
い
る
。

質
問
　
予
防
対
策
が
医
療
費
抑
制
に

繋
が
る
。
糖
尿
病
が
多
く
、
優
先
課

防
災
計
画
の
見
直
し
状
況佐藤 文男 議員

質
問
　
防
災
計
画
及
び
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
状
況
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
よ
り
各
種
の
追
加
見
直
し
等
が

必
要
で
、
現
在
見
直
し
中
。
作
業
終

了
次
第
、
防
災
会
議
を
開
き
計
画
の

見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
各
種
調
査
等
で
遅
れ
は
分
か

る
が
、
時
期
は
い
つ
頃
迄
の
予
定
か

尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
秋
か
ら
年
内
目
標
と
し
、

日
程
調
整
す
る
が
時
間
が
か
か
る
。

質
問
　
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
を

図
る
為
に
も
、
早
急
に
お
願
い
す
る
。

筑
北
村
教
育
等
検
討
委
員
会

質
問
　
会
議
名
の
変
更
と
現
状
を
尋

ね
る
。

教
育
長
　
委
員
の
選
出
に
困
難
や
中

身
を
再
度
検
証
等
で
遅
れ
て
い
る
。

水
の
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

企
画
財
政
課
の
成
果
に
つ
い
て

横山 敬 議員

質
問
　
企
画
財
政
課
の
成
果
に
つ
い

て
伺
う
。

村
長
　
新
設
し
た
企
画
財
政
課
の

大
き
な
任
務
の
一
つ
は
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
事
で
あ

り
、
本
年
度
策
定
す
る
建
設
計
画
、

過
疎
計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
課
の
設
置
か
ら
２
ヶ
月
余
り

な
の
で
成
果
が
見
え
て
く
る
の
は

今
後
で
あ
る
。

企
画
財
政
課
長
　
新
し
い
課
と
し

て
新
規
事
業
へ
の
着
手
は
ま
だ
で

き
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

成
果
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
課

員
が
５
名
と
少
人
数
な
の
で
、
係

を
越
え
た
自
由
な
意
見
交
換
や
敏

速
な
決
済
等
が
現
在
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

え
て
欲
し
い
。
２
次
被
害
防
止
を
考

え
る
と
半
年
か
ら
１
年
必
要
で
あ
る
。

産
業
課
長
　
燻
蒸
処
理
し
た
ビ
ニ
ー

ル
は
回
収
処
分
す
る
こ
と
は
問
題
な

い
が
、
被
害
木
が
完
全
に
枯
れ
る
ま

で
は
、
松
く
い
虫
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
可
能
な
限
り
ビ
ニ

ー
ル
に
よ
る
覆
い
は
必
要
で
あ
る
。

　

被
害
の
拡
大
に
対
し
、
被
害
木
の

処
理
が
追
い
つ
か
な
い
現
状
で
あ
る
。

質
問
　
ビ
ニ
ー
ル
と
薬
剤
ビ
ン
は
片

づ
け
る
仕
組
み
を
予
算
に
盛
り
込
み
、

ゴ
ミ
の
な
い
村
づ
く
り
を
考
え
て
欲

し
い
と
提
言
す
る
。

集
落
排
水
・
合
併
浄
化
槽
の
設
置

質
問
　
村
の
現
状

を
尋
ね
る
。

建
設
課
長
　
村
全

体
の
水
洗
化
率
は

86
％
と
高
い
。（
上

記
参
照
）
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
、
限

度
額
15
万
円
を
活

用
し
て
、
未
設
置

の
家
庭
が
減
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
家

庭
か
ら
出
る
雑
排

村の排水処理状況（全体は78％）

農集エリア 西条他4ヶ所、坂井 83％

林集エリア 坂井真田、中尾 88％

合併浄化槽 坂北、坂北以外の一部 72％

差
切
峡
の
景
観
保
護
と
安
全
対
策
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長
　
公
園
一
帯
が
保
安
林
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
保
安
林
改
良
事
業
に

よ
る
枯
損
木
、
か
ん
木
除
去
を
県

に
要
望
し
、
景
観
保
護
を
進
め
た

い
。
ま
た
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

遊
歩
道
の
転
落
防
止
柵
修
繕
工
事

を
今
年
度
計
画
し
て
お
り
早
期
発

注
を
し
た
い
。

産
業
課
長
　
転
落
防
止
柵
に
つ
い
て

安
全
確
保
で
き
る
よ
う
修
繕
工
事
を

実
施
し
た
い
。
旧
県
道
の
川
側
に
柵

の
な
い
個
所
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

新
た
に
柵
の
設
置
を
実
施
す
べ
く
準

備
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
旧
県
道
敷（
ト
ン
ネ
ル
含
む
）

は
落
石
、
枯
損
木
、
枝
等
の
落
下
が

多
く
ト
ン
ネ
ル
も
通
行
止
め
の
状
況

で
あ
り
、
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
う
か
。

産
業
課
長
　
遊
歩
道
入
口
の
法
面
崩

落
に
つ
い
て
は
、
関
連
工
事
の
中
で

実
施
し
た
い
。

建
設
課
長
　
ト
ン
ネ
ル
入
口
の
上
部

吹
き
つ
け
面
の
崩
落
で
あ
り
、
現
在

見
積
を
徴
取
し
て
工
事
着
手
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
急
流
な
川
下
り
を
楽
し
む
観

光
客
を
は
じ
め
、
多
く
の
お
客
さ
ん

を
検
討
し
た
い
。
村
と
し
て
の
情
報

収
集
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
づ

く
り
な
ど
新
た
な
防
災
計
画
の
見
直

し
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
26
年
度
に
土
砂
災
害
防
止
法

に
よ
る
危
険
地
域
の
指
定
が
さ
れ
た
。

多
様
化
す
る
災
害
に
備
え
、
公
共
施

設
、
避
難
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
現
在
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
計
画
を
立
て
て
い
る
。
な

お
、
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
８

～
９
月
に
実
施
し
た
い
。
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

質
問
　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
組

織
化
さ
れ
た
地
区
、
未
組
織
地
区
の

現
状
な
ど
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

ど
う
か
。

総
務
課
長
　
神
城
地
震
に
お
け
る

「
隣
助
」、
近
所
の
力
の
重
要
性
が
示

さ
れ
た
。
常
会
、
区
等
自
主
防
災
組

織
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
る
。
未
組
織
地
区
に
つ

い
て
は
地
域
の
事
情
を
加
味
し
結
成

に
向
け
準
備
を
進
め
た
い
。

県
立
自
然
公
園
差
切
峡
の
維
持
管
理

質
問
　
渓
谷
美
あ
ふ
れ
る
自
然
公
園

心
の
家
」
は
、
本
城
地
域
26
軒
、
坂

北
地
域
15
軒
、
坂
井
地
域
26
軒
ほ

ど
依
頼
し
て
い
る
。
登
下
校
だ
け

で
は
な
い
の
で
、
現
状
で
考
え
て

い
る
。
見
直
し
は
都
度
行
い
、
表

示
板
等
古
い
も
の
は
点
検
交
換
を

し
て
い
る
。

 

防
災
対
策

待井 安登 議員

質
問
　
集
中
豪
雨
、
台
風
な
ど
大
雨

に
よ
る
災
害
に
備
え
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
、
ま
た
避
難
指
示
、
避
難
勧

告
等
早
期
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長
　
各
地
の
雨
量
計
に
つ
い
て
本

庁
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
仕
組
み

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
予
防
策

等
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長
　
糖
尿
病
の
患
者

数
は
、
平
成
25
年
時
点
で
３
２
９

人
と
、
５
年
前
よ
り
約
１
・
６
倍
の

状
況
で
あ
り
、
必
要
が
あ
る
方
に

つ
い
て
は
、
栄
養
士
が
個
別
に
関

わ
っ
て
食
生
活
の
改
善
を
含
め
た

取
組
み
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ

ラ
リ
☆
ア
ク
ア
健
康
教
室
も
力
を

入
れ
継
続
し
、
運
動
の
習
慣
を
呼

び
か
け
て
行
き
た
い
。

質
問
　
食
生
活
の
改
善
が
特
に
重

要
と
思
う
の
で
、
強
化
対
策
を
希

望
す
る
。通

学
路
の
安
全
確
保

質
問
　
通
学
路
の
安
全
確
保
関
係
で
、

現
状
を
尋
ね
る
。

教
育
長
　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
現
在
小
・
中
学
校
を
対
象
に
、

月
一
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
下
校
時

過
ぎ
に
行
い
、
そ
の
ほ
か
学
校
で
は
、

登
下
校
時
の
指
導
を
し
て
い
る
。

質
問
　
子
供
を
守
る
安
心
の
家
は
、

バ
ス
通
学
に
よ
り
、
通
学
路
も
変
更

に
な
り
、
見
直
す
こ
と
は
あ
る
の
か

伺
う
。

教
育
長
　
現
在
、「
子
供
を
守
る
安

こどもを守る安心の家
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え
る
。

質
問
　
非
常
に
難
し
い
質
問
で
あ
る

が
、
村
で
は
現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
い
つ
着
手
す
る
の
か
伺
う
。

村
長
　
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
に
、「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
自
助
と
共
助
の
中
間
に
位
置

づ
け
る
考
え
方
で
「
隣
助
」
と
い
う

言
葉
も
新
た
に
使
わ
れ
て
い
る
。
現

在
あ
る
行
政
の
事
業
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
が
、
地
域
で
の
工
夫
や

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
災
害
に
限
ら

ず
、
普
段
の
ご
近
所
の
つ
な
が
り
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

討
す
る
う
え
で
は
、
本
年
の
12
月
ま

で
に
公
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
画
財
政
課
長
　
建
設
計
画
お
よ
び

過
疎
計
画
を
来
年
の
３
月
に
議
決
予

定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
年
内
に

相
当
程
度
財
政
計
画
が
完
成
し
て
い

な
け
れ
ば
作
成
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、

年
内
を
目
処
に
長
期
財
政
フ
レ
ー
ム

の
作
成
に
努
め
て
い
く
。

（
＊
長
期
財
政
フ
レ
ー
ム
と
は

　

将
来
に
わ
た
っ
て
歳
入
と
歳
出
の

額
を
積
み
上
げ
て
中
長
期
的
な
計
画

の
財
源
裏
づ
け
を
す
る
も
の
で
、
計

画
を
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
を
左
右

す
る
重
要
な
試
算
の
こ
と
。）

高
齢
化
に
対
す
る
村
の
取
組
み

質
問
　
こ
の
先
、
超
高
齢
化
時
代
に

向
か
う
が
、
懸
念
さ
れ
る
問
題
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
伺
う
。

村
長
　
５
月
31
日
現
在
の
村
の
高
齢

化
率
は
約
41
％
で
あ
る
。
身
体
の
衰

え
に
よ
り
通
常
の
生
活
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
や
、
集
落
の
運
営
が
困
難

に
な
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

高
齢
化
に
よ
る
問
題
は
た
く
さ
ん
の

例
を
あ
げ
ら
れ
る
が
、
高
齢
化
に
よ

る
直
接
的
な
問
題
ば
か
り
で
な
く
間

接
的
な
問
題
も
発
生
し
て
く
る
と
考

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も

購
入
で
き
る
よ
う
対
応
策
を
検
討
し

て
い
る
。

質
問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

は
地
域
振
興
が
目
的
だ
と
理
解
し
て

い
る
。
行
政
が
設
置
し
た
既
存
の
制

度
も
含
め
、
住
民
が
利
用
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

村
長
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
住
民
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
関
係
団
体
へ
投
げ
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
協
力
い
た

だ
け
る
方
（
事
業
者
）
を
牽
引
役
と

し
て
成
功
さ
せ
た
い
。

長
期
財
政
フ
レ
ー
ム
（
＊
）

策
定
予
定

質
問
　
塩
尻
市
が
長
期
財
政
フ
レ
ー

ム
を
発
表
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た

が
、
当
村
の
現
状
を
伺
う
。

村
長
　
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

作
成
は
、
企
画
財
政
課
を
新
設
し
た

大
き
な
目
的
で
あ
る
。
村
の
財
政
状

況
を
住
民
へ
理
解
し
て
も
ら
う
非
常

に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
本
年
度
中

に
公
表
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

質
問
　
本
年
度
中
の
公
表
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
平
成
28
年
度
予
算
を
検

の
安
全
確
保
と
、
自
然
公
園
と
し
て

の
景
観
保
護
の
た
め
、
整
備
、
維
持

管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

 

筑
北
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

　

沖村 智 議員　

質
問
　
購
入
希
望
者
全
員
が
購
入
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
手

法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

産
業
課
長
　
多
く
の
方
が
購
入
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
。
販
売
場
所
へ
行 差切　旧県道トンネル

総合防災訓練の様子

議
会
第
２
回
臨
時
会

　

７
月
15
日
、
第
２
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
27
年
度
筑
北
小
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ス
整
備
事
業
物
品
購
入
契
約

に
つ
い
て

　

１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議　会　日　誌

7月
6日
9日
9日
14日
16日
17日
21日
22日

22日
23日
23日
31日

松本広域連合議会議員協議会
松本広域連合議会第１回臨時会
篠ノ井線松本地域活性化協議会総会
国道143号改良舗装期成同盟会総会
青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会総会
青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会県要望
役場本庁舎業務開始式
地域高規格道路松本糸魚川連絡道路長野県側ルート
建設促進協議会総会
松塩筑木曽老人福祉施設組合７月臨時会
県道真田新田線改良促進期成同盟会総会
町村議会議員研修会
筑北村社協長期構想策定委員会

8月
11日
21日
21日
23日
25日
29日
31日

松本・佐久地域高規格道路建設促進期成同盟会総会
国道403号(千曲安曇野間)道路整備促進期成同盟会中央要望
松本地域正副議長懇話会
筑北村社協そよかぜふくしあわせまつり
東筑摩郡村議会議長会第１回臨時総会
東筑摩塩尻PTA連合会研修会
村民の皆様と議会議員との懇談会（本城地域）

9月
1日
2日
3日
7日

村民の皆様と議会議員との懇談会（坂北地域）
村民の皆様と議会議員との懇談会（坂井地域）
東筑摩郡村議会議員大会
中部縦貫・北陸関東広域道路建設促進期成同盟会総会

現在のスクールバス
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第
１
回
筑
北
村
教
育
等

検
討
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

 

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校

 

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
竣
工
式
・

 

内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

し
て
応
援
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
感

謝
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
３
日
に
祖
父
母
参
観
と
合
わ

せ
て
、
地
域
の
方
に
講
師
を
お
願
い

し
て
保
護
者
と
一
緒
に
教
え
て
い
た

だ
く
「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
初
め
て
の
活
動
で
し
た

が
、「
切
り
絵
」「
昔
の
遊
び
」
な
ど
、

８
つ
の
講
座
に
分
か
れ
て
大
勢
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
坂
井
っ
子
応
援
団
」
パ
ー
ト
２

坂
井
小
学
校

昨
年
か
ら
地
域
の
方
に
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
３
年
生
「
坂
井
っ

子
太
鼓
」
が
、
夏
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
る
と
い
う
大
役
を
い
た
だ

い
て
演
奏
し
ま
し
た
。
今
ま
で
室
内

で
し
か
演
奏
し
て
な
か
っ
た
の
で
屋

外
の
響
き
に
や
や
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
、
無
事
演
奏
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

８
月
23
日

に
行
わ
れ
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
作
業
へ
坂

井
の
「
ち
ょ
っ

と
や
る
会
」
の

12
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

校
門
横
の
藤
の

剪
定
と
校
庭
の

草
取
り
を
や
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
保
護
者

の
数
も
年
々
減

る
中
で
、
参
加

７
月
14
日
に
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高

等
学
校　

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の

竣
工
式
・
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
は
本
年
９

月
に
開
校
予
定
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ス
（
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
予
定
）
を
軸
に
活
動
が
行
わ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
筑
北
村
に
住
所

を
移
し
、
村
内
の
空
き
家
を
学
生
寮

と
し
て
活
用
す
る
方
向
で
進
ん
で
い

ま
す
。

内
覧
会
に
は

改
装
さ
れ
た
開

放
的
な
教
室
も

披
露
さ
れ
、
伸

び
伸
び
と
し
た

教
育
に
期
待
が

持
た
れ
ま
す
。

８
月
６
日
に
第
一
回
筑
北
村
教
育

等
検
討
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
保
育
園
や
小
中
学

校
の
統
合
を
含
め
た
独
自
の
教
育
の

在
り
方
を
考
え
る
会
議
で
、
保
育
園
・

小
中
学
校
の
保
護
者
、
識
見
者
の
23

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、「
統
合

し
た
筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
・
筑
北

小
学
校
の
現
状
を
知
り
た
い
。」「
村

費
の
先
生
の
予
算
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。」
等
々
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
の
み
な
さ
ん
か

ら
活
発
な
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
き
、
筑
北
村

教
育
の
在
り
方
を
い
っ

し
ょ
に
模
索
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
き
さ
さ
げ
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
」

全
校
混
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
聖
南
」

　
『
予 

感
』（
混
声
三
部
合
唱
）
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
信
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優
秀
賞

（
三
年
連
続
）

　

同　

県
大
会
で
優
良
賞（二

年
連
続
）

県
大
会
に
は
二
年
連
続
で
推
薦
さ

れ
て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

六
回
の
全
校
合
唱
練
習
に
は
、「
き

さ
さ
げ
応
援
団
」
の
宮
入
さ
ん
、
嶋

田
さ
ん
に
パ
ー
ト
別
練
習
で
ピ
ア
ノ

伴
奏
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

お
か
げ
で
確
か
な
音
程
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
、

ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
審
査
員
講
評
に

は
「
人
数
が
多
い
だ
け
で
は
伝
わ
っ

て
こ
な
い
今
の
大
切
な
心
を
し
っ
か

り
と
歌
い
上
げ
て
い
ま
す
。
中
学
の

中
で
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
合
唱
が
で

き
る
君
た
ち
は
幸
福
で
す
。
こ
の
喜

び
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
て
下

さ
い
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。『
き
さ
さ
げ
祭
』で
も
歌
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

吹
奏
楽
部
「
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
出
場
！　

応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
特
集
は
26
ペ
ー
ジ

夢
プ
ロ
Ⅱ
「
東
日
本
大
震
災
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
様
子
は
次
号
で
。

午
後
は
、
中
学
生
と
の
交
流
会
を

計
画
。
日
本
文
化
や
伝
統
を
共
に
体

験
し
交
流
し
ま
す
。
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
講
師
は
「
き
さ
さ
げ
応
援
団
」

十
五
余
名
の
皆
様
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

力
も
借
り
て
交
流
給
食
も
し
ま
す
。

す
で
に
、
七
つ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

責
任
者
の
皆
さ
ん
で
打
ち
合
わ
せ
会

が
行
わ
れ
、
準
備
も
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
ワ
ク
ワ
ク

し
て
当
日
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
七
つ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
〉

○
和
服
の
着
付
け　

○
日
本
の
あ
そ

び
（
お
手
玉
・
コ
マ
な
ど
）

○
書
道　

○
太
鼓　

○
折
り
紙

○
木
工
作　

○
茶
道

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
活
動「昔の遊び」であやとり遊び

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「きささげ夢プロジェクトⅢ」　「国際交流」
ドレスデンフィルハーモニック児童合唱団

【Dresdem Philharmonic Childrens Choir】
10/13（火）　いよいよ聖南中学校へ

コンサート 10:15 〜 11:00（開場 9:45）
音 楽 交 流 11:00 〜 11:45
入 場 無 料 どうぞ　お越しください
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五
月
二
十
二
日
、
坂
北
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
の
シ
ニ
ア
大
学
の

開
講
式
と
「
元
気
な
村
づ
く
り
」
と

題
し
て
関
川
村
長
の
講
演
会
が
行
わ

れ
約
六
十
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

・
・
・
関
川
村
長
の
話
・
・
・

今
年
十
月

に
は
、
合
併
十

年
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
公

約
や
村
の
課
題

に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
み
、

来
年
度
か
ら
は
、

そ
の
先
の
十
年

を
見
据
え
て

行
政
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

公
約
に
掲
げ

た
六
つ
に
つ
い
て

は
す
で
に
予
算

に
盛
り
込
ま
れ

具
体
的
に
動

き
始
め
て
い
る
。

平
成
26
年
度

第
１
回
シ
ニ
ア
大
学

＊
保
育
料
の
無
料
化

＊
水
源
地
確
保
の
為
の
対
策

＊
27
年
４
月
か
ら
始
ま
る
本
城
へ
の
本

庁
舎
移
転
開
始
や
青
写
真

＊
各
学
校
の
つ
り
天
井
を
直
す
工
事
の

開
始

＊
３
２
０
ケ
所
も
あ
る
村
内
施
設
を
一

つ
で
も
減
ら
し
村
の
財
政
負
担
を

少
な
く
す
る

＊
坂
北
庁
舎
へ
の
図
書
館
移
転

＊
空
き
家
や
空
き
施
設
の
活
用

＊
荒
れ
た
農
地
対
策
と
し
て
の
花
木

の
植
樹

＊
検
診
の
受
診
率
を
高
め
、
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
村
民
全
員
が

健
康
に
過
ご
せ
る
村
づ
く
り
の
推

進
等
々

ま
た
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
は
、

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
始
め
る
の

で
は
な
く
、
並
行
し
て
いっ
し
ょ
に
進

め
て
い
き
た
い
。（
以
上
要
約
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
筑
北
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
魅
力
あ

る
沢
山
の
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
み
に
し
な
が

ら
多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

　
―
批
准
か
ら
満
20
年
―

 

子
ど
も
の
権
利
条
約
は 

　
　
　
　	

　 

守
ら
れ
て
い
る
か 

　
一九
八
九
年
、
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
を
守
る
大
き
な
味
方
が
出
来
ま
し

た
。
ユニ
セ
フ
や
多
く
の
国
の
十
年
に
渡

る
努
力
が
実
り
子
ど
も
を
守
る
権
利

条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
紛
争
地
域
や
発
展
途
上
国
の
子

ど
も
た
ち
は
飢
餓
や
病
気
で
次
々
と
亡

く
な
り
将
来
の
夢
は
「
大
人
に
な
る
ま

で
生
き
て
い
る
こ
と
」
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
学
校
も
な
く
学
校
の
存

在
も
知
ら
な
い
子
が
多
かっ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
五
年
後
、
日
本
で
も
四

つ
の
内
容
を
持
つ
こ
の
条
約
が
批
准

さ
れ
ま
し
た
。
　

一
、
生
き
る
権
利

　
防
げ
る
病
気
な
ど
で
命
を
奪
わ
れ

な
い
こ
と
。
病
気
や
怪
我
を
し
た
ら

治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
等
。

二
、
育
つ
権
利

　
教
育
を
受
け
休
ん
だ
り
遊
ん
だ
り

で
き
る
こ
と
。
考
え
る
こ
と
や
自
由

が
守
ら
れ
自
分
ら
し
く
育
つ
こ
と
が

出
来
る
こ
と
等
。

三
、
守
ら
れ
る
権
利

　
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
虐
待
や
搾
取
な

ど
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
。
障
害
の
あ

る
子
ど
も
や
少
数
民
族
の
子
ど
も
な

ど
は
特
に
守
ら
れ
る
事
等
。

四
、
参
加
す
る
権
利

　
自
由
に
意
見
を
表
し
た
り
集
ま
っ

て
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
自
由
に
行

動
し
た
り
で
き
る
こ
と
等
。

　
六
月
の
初
め
、
神
奈
川
県
厚
木
市

の
ア
パ
ー
ト
で
七
年
前
に
死
亡
し
た

当
時
五
歳
の
男
の
子
が
白
骨
死
体
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。
保
育
園
で
楽
し

く
遊
ぶ
か
わ
い
い
盛
り
の
五
歳
児
。

そ
ん
な
時
、
お
腹
を
す
か
せ
て
歩
く

こ
と
も
で
き
な
い
子
が
い
た
の
で
す
。

　
日
本
で
は
、
少
子
な
の
に
子
ど
も

が
虐
待
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
と

て
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
食
べ
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
時
代
、

親
は
く
た
く
た
に
な
る
ま
で
働
き
、
お

腹
が
す
い
て
い
て
も
自
分
は
何
も
食

べ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
の
を

笑
顔
で
見
守
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

心
の
伝
言
板
○31

ホタルブクロ（本城小仁熊）
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７
月
31
日
の
夏
休
み
に
、
筑
北
小

学
校
の
５
年
生
が
参
加
し
ま
し
た

「
平
成
27
年
度
松
本
（
中
信
）
地
区

み
ど
り
の
少
年
団
交
流
」が
塩
尻
市
・

県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
内
ま
つ
か
さ

広
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
小
学
校
の
み
ど
り
の
少
年
団
が

一
堂
に
会
し
、
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
の

中
で
交
流
・
相
互
の
理
解
と
連
携
を

深
め
る
目
的
で
活
動
を
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
長
野
県
で
植
樹
祭
が
開

催
さ
れ
る
た
め
、
花
壇
の
プ
ラ
ン

タ
ー
の
木
工
作
に
、
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
新
た
な
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
、
現
在
の
図
書
館

（
旧
坂
北
郵
便
局
）
を
含
め
整
備
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
庁
舎
統
合

に
よ
る
坂
北
支
所
（
庁
舎
）
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
図
書
館
を
利
用
し
学
び
、

交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
支

所
に
併
設
し
た
新
た
な
図
書
館
を
整

備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

図
書
館
機
能
の
充
実
と
、
世
代
を

超
え
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
集

い
、
憩
え
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

も
設
置
し
、
館
内
は
各
テ
ー
マ
コ
ー

ナ
ー
と
村
内
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の

成
果
が
展
示
で
き
、
情
報
を
発
信
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

図
書
館
工
事
は
年
内
か
ら
始
め

翌
年
３
月
の
完
了
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
運
営
は
、
識
見
者
に

よ
る
図
書
館
協
議
会
、
関
係
機
関
等

で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
村
民

の
皆
様
で
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

【
１
階
】

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
査
・
相
談
）

閲
覧
コ
ー
ナ
ー

幼
児
コ
ー
ナ
ー

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

【
２
階
】

学
習
コ
ー
ナ
ー

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

多
目
的（
映
像
鑑
賞
他
）コ
ー
ナ
ー

歴
史
文
化
等
の
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

研
修
・
交
流
コ
ー
ナ
ー　
　

８
月
29
日
の
筑
北
小
学
校
に
て
、

日
頃
か
ら
頑
張
っ
て
い
る
東
筑
摩
郡

と
塩
尻
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
集
合
し

て
、
講
演
会
を
開
催
、
分
科
会
に
分

か
れ
て
の
ジ
ェ
シ
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

筑
北
小
学
校
紹
介
発
表
を
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
筑

北
小
５
～
６

年
生
に
よ
る

校
友
歌
が
、
多

く
の
人
の
前

で
披
露
し
ま

し
た
。
歌
い

終
わ
っ
た
後

に
、
手
に
持
っ

て
い
る
地
元

で
育
っ
た
ひ

ま
わ
り
を
会

場
に
い
る
方

へ
渡
し
て
、
筑

北
小
学
校
の

PR
が
終
わ
り

ま
し
た
。

講
演
会
は
、「
心
で
向
き
合
う
子

育
学
」
～
感
動
と
は
動
い
た
人
だ
け

が
感
じ
る
も
の
～
と
評
し
て
、
プ
ロ

コ
ー
チ
＆
プ
ロ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
筒
井
正
浩
先
生
に
講
演
し
て
頂
き

ま
し
た
。

講
演
会
が
終
わ
り
、
会
場
に
お
集

ま
り
な
ら
れ
た
方
へ
、
筑
北
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
か
ら
地
元
で
育
っ

た
ひ
ま
わ
り
を
、
渡
し
ま
し
た
。

最
後
に
5
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
、
各
提
案
者
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
絡
め
た
テ
ー
マ
に
添
っ
て
、
意
見

交
換
に
て
、
こ
の
研
修
会
が
終
わ
り

ま
し
た
。

　

坂
井
小
分
科
会

後
半
の
分
科
会
で
は
坂
井
小
学
校
の

日
向
会
長
が
「
綱
引
き
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ

ん
大
会
」
に
つ
い
て
発
表
を
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
親
睦
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

年
齢
や
、
体
力
で
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
綱
引
き
と
、
じ
ゃ
ん
け
ん
の
点
数
の

合
計
に
よ
り
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
た

と
え
綱
引
き
で
負
け
て
も
、
じ
ゃ
ん

け
ん
で
逆
転
勝
ち
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
じ
ゃ
ん
け
ん
で
は
低
学
年
か
ら
大

人
ま
で
試
合
に
参
加
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
先
生
方
・
保
護
者
・
児

童
が
一
同
に
会
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、

一
体
感
が
生
ま
れ
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
参

加
率
も
と
て
も
良
く
学
校
と
の
絆
の
深

さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
は
児
童
数
の
減
少
に
と
も

な
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
も
減
少
し
、
会
員

の
負
担
も
増
え
て
い
ま
す
。
本
年
信

州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
「
坂

井
っ
子
応
援
団
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
、
教
育

関
係
者
、
多
く
の
方
々
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
継
続
し
て

い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

参
考
に
な
る
良
い
発
表
で
し
た
。

村
役
人
の
心
得

封
建
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
時

代
。
村
の
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
た
寛

政
三
年
五
月
、
村
役
人
の
心
得
が
幕
府

よ
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
役
人
と
は
、
郡
代
や
代
官
の
下
に

置
か
れ
た
、
百
姓
代
、
組
頭
、
名
主
の

事
を
言
い
ま
す
。
村
役
人
は

①
世
襲

②
村
人
か
ら
の
推
薦

③
郡
代
、
代
官
か
ら
の
任
命

④
入
札
（
投
票
）

の
四
つ
の
方
法
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
と
い
う
と
「
上
意
下
達
」

で
物
事
が
決
ま
っ
て
いっ
た
と
い
う
感
が

あ
り
ま
す
が
、
人
望
の
あ
る
人
物
が

村
人
の
推
薦
や
投
票
に
よ
っ
て
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

《
村
役
人
の
心
得
》

一
、
村
の
者
を
子
の
ご
と
く
憐
れ
む
こ
と
。
そ

の
村
に
心
得
悪
し
き
者
あ
ら
ば
、
よ
く

教
え
諭
す
べ
き
こ
と

一
、
村
の
田
圃
を
見
回
り
て
、
宜
し
く
な

い
田
圃
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
急
度
申

し
つ
け
る
こ
と

一
、
困
窮
の
百
姓
な
き
様
い
た
す
こ
と

一
、
年
貢
取
立
の
儀
、
明
白
に
い
た
す
べ

き
こ
と

こ
の
「
村
役
人
の
心
得
」
で
注
目
す

べ
き
は
、
第一番
の
大
事
な
心
得
と
し
て
、

｢

全
て
の
村
人
を
自
分
の
子
ど
も
の
よ

う
に
愛
し
、
慈
悲
の
心
を
か
け
、
心

得
の
よ
く
な
い
者
に
は
教
え
諭
し
て

い
き
な
さ
い
。｣

と
言
って
い
る
こ
と
で
す
。
更
に

「
困
窮
す
る
百
姓
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
な
さ
い
。」

と
も
言
って
い
ま
す
。

村
役
人
は
、
村
人
の
一
人
ひ
と
り
が

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

い
つ
も
気
を
配
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
を
回
り
、
自
分
の

目
で
現
状
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を
す
る
こ

と
の
大
切
さ
も
教
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
民
主
主
義
の
現
代
に
お

い
て
も
絶
対
忘
れ
て
は
い
け
な
い
行
動

指
針
で
す
が
、
人
権
尊
重
の
考
え
方
が
、

封
建
時
代
に
幕
府
よ
り
出
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
心
底
驚
か
さ
れ
ま
す
。

心
の
伝
言
板
○38

自
然
の
中
で
の
学
校
活
動

み
ど
り
の
少
年
団
交
流

【
新
筑
北
村
図
書
館
】を
整
備
し

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
ま
す

 
東
筑
摩
郡
塩
尻

 
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

プランター作りに励む 5 年生

児童会による学校紹介筑北小学校の地域溢れる校友歌を熱唱

愛情たっぷりの贈り物

熱き語りを

頂きました

新図書館模型図

〈シュウカイドウ〉

２階

１階
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筑北中学の吹奏楽部は、中信大会 26 
校出場の中から金賞を獲得し、県大会
25 校出場へと進みました。
A 編成の部の中では1 番人数が少ない
学校ではありましたが、演奏は迫力があ
り、けして他校にも聴き劣りしない堂々
としたものでした。
結果は銀賞ではありましたが、26 校
中 10 位となる成績を修めることが出来
ました。

東海吹奏楽連盟においてＡ編成Ｂ編成が設けられており、Ａ編成は 50 名以下で、２・

３年生の部員が20 名以上はＡ編成に出場。課題曲と自由曲を演奏。Ｂ編成は30 名以下。

自由曲を演奏。

祝！聖南中吹奏楽部東海大会Ｂ編成の部出場

筑中吹奏楽部Ａ編成の部県大会出場大健闘

1 口メモ

頑張った！ 泣いた！ 笑った！

筑中生　　中体連スポーツ大会
中体連の塩筑大会では、野球部は残念ながら敗退。中
信大会に進んだ女子バレー部・男子剣道部団体でしたが
惜しくも敗退。剣道の個人戦では、坂井地域の後藤大徹
君・山田雅也君が県大会に出場しました。初戦敗退となっ
てしまいましたが、気合のこもった試合でした。
陸上大会では、中信陸上大会を突破した坂井地域の宮
川蓮君が走り幅跳びで県大会に出場し、６mを飛び８位
入賞を勝ち取りました。

筑中生　　中体連スポーツ大会

塩地区大会では準優勝！笑顔いっぱい！！

皆の期待を背にしての大ジャンプ！！

メ
ン
バ
ー
へ
の
信
頼
と
諦

め
ず
に
ボ
ー
ル
を
追
う
姿

に
笑
顔
！

３
年
生
が
３
人
の

チ
ー
ム
で
し
た
が
、

チ
ー
ム
を
成
長
へ
と

導
き
ま
し
た
。

こ
の
快
挙
の
裏
で
は
、
日
々
の
練

習
成
果
ま
た
、
昨
年
度
卒
業
し
た
吹

奏
楽
部
員
の
築
き
上
げ
た
土
台
と
、

顧
問
：
吉
田
智
樹
講
師
の
良
き
指
導

に
て
花
が
開
い
た
と
感
じ
ま
す
。

♪ 

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果  

♪

７
月
19
日
：
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル

中
信
大
会
・
金
賞

８
月
８
日
：
長
野
県
伊
那
文
化
会
館

県
大
会
・
金
賞

同
時
に
東
海
大
会
県
代
表
３
校
の
内

の
１
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

８
月
30
日
：
愛
知
県
幸
田
町
民
会
館

東
海
大
会
・
銀
賞

今
年
の
吹
奏
楽
部
（
部
員
18

名
）
は
凄
く
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。
第
55
回
長
野
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
Ｂ
編
成
の
部

に
て
、
県
代
表
と
し
て
、
東
海

大
会
へ
出
場
を
決
め
た
次
の
日

は
、
練
習
に
熱
を
入
れ
て
、
頑

張
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

東
海
大
会
で
は
、
全
国
的
に

レ
ベ
ル
が
高
い
各
学
校
の
演
奏

の
中
で
、
１
～
３
年
生
部
員
全

員
の
少
人
数
で
も
迫
力
・
堂
々

た
る
演
奏
が
、
会
場
内
の
反
響

が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

５
月
に
行
わ
れ
た
長
野
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
に
て
、
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
軟
式
野
球
部
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
す
べ
て
が

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
中
信
大
会

へ
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
秋
の
新
人

戦
に
続
き
、
夏
の
大
会
で
も
運
動
部

す
べ
て
が
地
区
予
選
突
破
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
、
野
球
部
と
バ
レ
ー
部

は
次
へ
駒
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
皆
自
分
の
力
を
出

し
切
っ
て
健
闘
し
て
き
ま
し
た
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

�

県
大
会
へ
！

そ
の
中
で
バ
ス
ケ
部
は
昨
年
の
新

人
戦
に
続
き
連
続
で
、
県
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

昭
和
45
年
の
創
部
以
来
初
の

大
き
く
輝
い
た
仲
間
た
ち
♪

練習に夢中になる若き部員

東海大会演奏終えての皆の笑顔（＾ω＾）

　
好
成
績
収
め
る
!!

聖
南
中
　
総
合
体
育
大
会
に
て
　

県
大
会
は
７
月
18
、
19
日
に
行
わ

れ
、
聖
南
中
の
対
戦
相
手
は
東
信
地

区
１
位
の
上
田
第
一
中
学
校
で
し
た
。

第
一
ピ
リ
オ
ド
は
緊
張
の
た
め
か
動

き
が
硬
く
９
対
29
と
差
を
つ
け
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
第
２
ピ
リ
オ

ド
５
対
８
、
第
３
ピ
リ
オ
ド
で
は
13

対
８
と
本
来
の
動
き
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
逆
転
に
か
け
る
選
手
た
ち
の

必
死
の
最
終
ピ
リ
オ
ド
。
あ
と
一
歩

力
及
ば
ず
13
対
18
で
、
残
念
な
が
ら

結
果
40
対
63
で
二
回
戦
へ
進
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
諦

め
ず
に
食
い
下
が
り
、
ど
っ
こ
い
魂

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
糧
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
活

躍
を
祈
り
ま
す
。

試合直前の選手たち
緊張感が伝わってきます !!

魅せろ !!

どっこい魂
魅せろ !!

どっこい魂
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今
年
で
69
回
目
を
迎
え
た
坂
北
地

域
分
館
対
抗
野
球
大
会
が
8
月
15
日

や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
野
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
暑
い
日
差
し
の
も
と
、

参
戦
し
た
6
分
館
が
真
紅
の
優
勝
旗

を
か
け
、
熱
い
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

９
月
６
日
（
日
）
に
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
』

あ
い
に
く
の
曇
り
空

で
雨
予
報
。
第
３
試
合

途
中
で
雨
が
降
り
出
し
、

ノ
ー
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
和
気

合
い
あ
い
と
試
合
を
楽

し
み
ま
し
た
。

『
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
』

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ど
の
試
合

も
接
戦
で
体
育
館
は
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
試
合
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

優　

勝
：
田　

屋

準
優
勝
：
八　

木

第
３
位
：
乱　

橋

９
月
６
日
（
日
）
に
坂
井
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
４
チ
ー
ム
で
、
永
井
中
村

の
ユ
ー
モ
ア
あ
る
選
手
宣
誓
で
始
ま

り
下
安
坂
Ａ
チ
ー
ム
対
中
安
坂
チ
ー

ム
の
試
合
が
始
ま
り
ホ
ー
ム
ラ
ン
や

好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
ほ
ど
白
熱
し

た
対
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
中
安
坂
チ
ー
ム
対
上
永

井
チ
ー
ム
で
、
雨
の
中
大
接
戦
の
末

７
対
６
で
中
安
坂
が
優
勝
を
収
め
、

大
会
は
盛
り
上
が
り
終
了
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

優　

勝　
　

中
村
分
館

　
　

準
優
勝　
　

青
柳
分
館

　
　

第
3
位　
　

仁
熊
分
館

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
町
分
館

た
」
と
の
感
想
も

き
か
れ
、
幅
広
い

学
年
の
子
が
一

緒
に
人
権
の
話

し
合
い
を
す
る

機
会
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

夏
真
っ
盛
り
の
８
月
５
日
・
６
日

や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
キ
ャ
ン
プ

場
で
育
成
会
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
筑
北
小
と
坂
井
小
の

５
・
６
年
生
21
名
は
、
最
初
は
緊
張

ぎ
み
で
し
た
が
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ

ン
グ
後
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
様
子

で
し
た
。

７
月
４
日
や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広

場
野
外
音
楽
堂
で
「
野
外
音
楽
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
」

「
刈
谷
沢
雑
草
の
会
」「
坂
井
童
謡
を

楽
し
む
会
」「
筑
北
尺
八
同
好
会
」「
坂

北
童
謡
を
楽
し
む
会
」
の
５
グ
ル
ー

プ
が
開
放
さ
れ
た
野
外
で
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
雨
も
止
ん
で
、
観
客

が
歌
を
口
ず
さ
む
姿
も
見
ら
れ
、
発

表
者
と
観
客
と
が
一
体
と
な
っ
た
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

食
事
の
後
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
で
は
ダ
ン
ス
や
歌
を
楽
し
み
、
翌
日

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
初
体
験

の
子
ど
も
た
ち
も
大
人
顔
負
け
の
ス

コ
ア
で
プ
レ
ー
す
る
子
も
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
育
成
会
役
員
の
皆

さ
ん
や
花
岡
公
民
館
長
、
一
條
社
会

教
育
指
導
員
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
や
、
み
ん
な
で
楽
し
く
キ

ャ
ン
プ
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
教
え
て
も
ら
い
、
仲
間
と
の
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
夏
休
み
に
入
っ
た
ば

か
り
の
７
月
30
日
と
８
月
３
日
の
２

回
に
分
け
て
子
ど
も
人
権
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
「
し
た
き
り
す
ず
め
」

と
「
あ
ひ
る
の
お
う
さ
ま
」
の
紙
芝

居
を
読
み
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
終

わ
っ
た
後
は
子
ど
も
達
が
感
想
等
を

発
表
し
合
い
ま
し
た
。

低
学
年
の
子
ど
も
達
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

迫
力
あ
る
読
み
聞

か
せ
に
引
き
込
ま

れ
た
様
子
で
「
楽

し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
高
学
年
の

子
ど
も
か
ら
は
「
い

い
勉
強
会
が
で
き

坂
北
地
域
分
館
対
抗
野
球
大
会

本
城
地
域
分
館
対
抗
球
技
大
会

坂
井
地
域
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

 

野
外
音
楽
祭

子
ど
も
会

夏
休
み
子
ど
も
人
権
学
習
会

子
ど
も
会

育
成
会
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ

暑い中大勢の観客が
地元チームを応援します歓喜にわく中村分館ナイン

火の神様からもらった火で点火
燃えろよ燃えろ

みんなでカレーを作りました

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
58
号
の

訂
正
と
お
詫
び

25
Ｐ
「
よ
う
こ
そ
筑
北
村
へ
」
の
記

事
の
中
で
４
段
目
12
行
目
の

「
四
阿
屋
太
鼓
」
を

「
四
阿
屋
こ
だ
ま
太
鼓
」
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

館
報
編
集
後
記

暑
い
暑
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
お
盆
を

過
ぎ
る
と
朝
晩
は
め
っ
き
り
涼
し
い
風
が

ふ
い
て
秋
め
く
の
は
、
や
は
り
長
野
な
ら

で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
館
報
は
、
長
年
の
希
望
で
あ
っ

た
表
紙
の
構
成
が
変
わ
り
、
記
事
に
も
戦

争
体
験
の
特
集
を
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
村
民
皆
様
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
も
、
情

報
部
員
一
丸
に
な
っ
て
様
々
な
事
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
戦
争
体
験
の
記
事
に
も

あ
る
よ
う
に
戦
後
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。

世
の
中
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
問
題
や
憲

法
改
正
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

母
親
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
子
供
を
戦

場
に
送
り
出
し
殺
人
者
に
し
て
し
ま
っ
た

と
し
た
ら
、
今
ま
で
育
て
来
た
全
て
を
否

定
し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
気
が
し
ま
す
。

大
義
と
小
義
…
と
て
も
難
し
い
問
題

で
す
。

戦
争
体
験
者
の
方
の
話
し
の
中
か
ら
は
、

戦
争
の
惨
め
さ
や
悲
惨
さ
の
声
し
か
聞
こ

え
て
来
ま
せ
ん
。
戦
後
70
年
と
い
う
時
間

は
過
ぎ
ま
し
た
。
で
も
、
日
本
は
本
当
の

意
味
で
戦
争
処
理
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い

る
か
と
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
大
義
の
傘
を

着
せ
て
行
う
戦
争
な
ど
決
し
て
起
こ
ら
な

い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。�

若
葉

昨年準優勝のリベンジを果たし
疲れたけどうれしいです！

真剣にプレーをする選手
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筑 北 村 図 書 館 だ よ り

ペープサート・読み聞
かせでは、ユーモラスな
お化け達がいっぱい出て
きました。工作では、み
んなうちわに自由に色を
ぬったりして、楽しいお
話し会でした。

もりの子お話の会主催「夏休みスペシャル！」８月７日（金）に開催しました。

本と遊ぼう！

全国訪問おはなし隊　がやってくる！

夢あふれるキャラバンカーにたくさんの絵本を載せて、全国 47都道府県におはなしを届ける講談
社90周年記念事業「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」をご存じですか？このキャラバンカーは1ヶ
月単位で巡回し、月間およそ 50の幼稚園、保育所、小学校や図書館、書店などを訪問してくれます。
この 10月にそのキャラバンカーが長野県を巡回し、筑北村にも訪問してくれることになりました。

●日　時：10 月 16 日（金）　午後 15：00 〜 16：00
●会　場：坂北体育館
●対　象：未就園の親子のみなさん（おおむね１歳半以上）
　　　　　筑北ひまわり保育園年中・年長組のおともだち
●内　容：坂北体育館内でのおはなし会（紙芝居と絵本の読み聞かせ）と
	 　  車内積載の絵本の閲覧を 30 分ずつ交互に見ることができます。
●問い合わせ：筑北村図書館（66–1115）

☆みんなでキャラバンカーを見に行こう！

坂井図書室のご利用について
庁舎統合により、坂井公民館にありました教育委員会・生涯学習課が坂井支所に移転にな
り、坂井公民館図書室が無人になりました。そこで、月に２回、第２・第４金曜は図書館を
開館し、利用できるようにしました。ご不便をおかけしますが、ご利用お待ちしています。

11 月読書月間
☆お は な し 会	 本城、坂北、坂井の3地区で行う予定です。
☆スタンプラリー	 読書月間中、筑北村図書館・本城図書館にて行います。
	 	 	 詳細は追ってお知らせいたします。

　※本年度の雑誌リサイクルは都合により行いません。ご了承ください。

古本市
坂北体育館で開催される文化祭（10月30日〜11月１日まで）で、一般書・コミック
ス等の古本を無料で差し上げます。今回は本城小学校の廃棄本も多く出ています。読書の秋
にぜひご利用ください。

地域で活動されている読み聞かせグループの紹介

①代表者名：山田和代さん

②発足年月：平成26年 11月

③活動人数：現在９名

④発足のきっかけ：昨年の９月に「おはなしポケット」の
森山さん、生涯学習課の一條さんから声をかけられて始め

ました。当時は５人でしたが、今では９人で活動しています。

⑤活動内容：坂井小学校での読み聞かせを月に１度実施。
　　　　　　今後は福祉施設などの訪問も考えています。

⑥グループの名前の由来：「さくらんぼ」の名前がかわい
らしく、そのさくらんぼの様に仲良くつながり、一緒に活

動していきたいという気持ちを込めて名付けました。

おはなしさくらんぼ（坂井地区）

お知らせ

坂井公民館
図書室

開館日 開館時間 問い合わせ　生涯学習課

第２・第４金曜日 13:00〜 17:00 67-2064

〈坂井児童館でのお話の会〉



子育て支援センターだより
☎ 22-66-2975
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９月は夏の疲れが出やすい季節です。ま
た、朝夕の気温差による体の冷えから、お
なかをこわしたり発熱したりする子どもも
います。「なんだかいつもと違うかな？」
という、ちょっとした変化に目を向け、悪
化しないようにしましょう。
今年の十五夜は、９月27日です。おだ

んごを作り、お月見をしましょう。秋の虫
たちの声も聞こえてくるでしょうね。

センターのプールでジョロやケッチャップ
の空き容器で水鉄砲にして遊ぶのをとても気
に入り楽しんんでいます。昼食時はランチ
ルームに自分でバックを持っていき、何でも
モリモリ食べる、そうくんです。おうちでは
パパがかくれんぼやオニごっこをしてあそん
でくれるのがうれしいようです。

「はい。」とお返事がとても上手に出
来るなおちゃん。センターでは「ブラン
コだ～いすき！滑り台だ～いすき！」と
ニッコリ笑顔であそんでいます。外遊び
も大好きで砂場でままごとをして、お友
だちにご馳走をしています。
おじいちゃんや大ばあちゃんの事が大

好きで、一緒にあそんだり散歩に出かけ
ているそうです。

りくくんは、お姉ちゃんのなおちゃん
のまねっこをしていっしょになってあそ
んでいます。「いないいないばあ～」を
覚えて「ばあ～」と、いい顔を見せてく
れたりたり「ハッピーバースデイ」の歌
が大好きで手拍子をしたりロウソクを消
す真似をしてたのしんでいるそうです。

〜爽やか秋風〜 センターをよく利用していただいている方々の紹介！

坂口　ひろ子さん　想
そう

くん

猿橋　聖子さん　奈
な お

桜ちゃん　凜
り く

空くん

10 月、11 月の行事予定
＜時間正確に集合してください＞

10月
日 に ち 内 容
01日（木）どんぐりくらぶ
05日（月）リラックスヨガ

（10月～３月麻績村保健センター）
09 日（金）運動あそび
15日（木）保育園開放日

（筑北ひまわり）
20日（火）おさがり会
22日（木）誕生会

（ゲストを招いて）
26日（月）ベビーマッサージ
29日（木）ハロウィン

11月
日 に ち 内 容
05日（木）どんぐりくらぶ
10日（火）キッズビクス
12 日（木）ファーストブック
16日（月）ベビーマッサージ
19日（木）保育園であそぼう

（筑北ひまわり、坂井）
30日（月）リラックスヨガ

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、着替え、お手ふき、ティッシュ、ごみ袋など各自必要な物
※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

あそびに
来る方へ

子育ての心配を誰かに相談したい、話を聞いてほしいなど、お悩み等が
ありましたらいつでも遠慮なくご相談ください。

※詳しくは「にじいろカレンダー」をご確認ください。
・平日 11 時からは読み聞かせ等おこなっています。

放課後児童クラブでは、８月11日に松本短期
大学を訪ね、学生や松本市の小学生と交流活動を
しました。保育科学生が考えた５つのあそびのコー
ナーには、雨どいを使ってのボール転がしや、タオ
ルやペットボトルでボールをキャッチして次の人
に渡す等が用意してありました。いずれもチーム
ワークが大事なあそびで時間を追うごとに連帯感
が生まれ、終わる頃には皆とすっかり打ち解けて
笑顔がきらり。昼食は介護科学生が用意した、ち
らしずしを味わい、午後にはスイカ割りをするな
ど、楽しい企画がいっぱいの一日でした。松本短
期大学との連携協定が続く中、夏の交流は今回が
４回目となり、児童の笑顔が毎回はじけています。

「笑顔」　はじける交流活動

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

筑
北
中
学
校
の
３
年
生
52
人
は
４

カ
月
～
11
か
月
の
乳
幼
児
た
ち
と
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
を
し
ま
し
た
。

大
町
市
の
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
会
（
助
産

師
・
保
育
士
・
看
護
師
を
含
む
13
人

の
メ
ン
バ
ー
）
の
太
田
二
三
子
助
産

師
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
を
人
形

で
実
践
し
て
か
ら
交
流
し
ま
し
た
。

太
田
助
産
師
の
講
義
を
聴
い
て

『
触
れ
合
い
の
原
点
は
お
母
さ
ん
の

お
腹
の
中
か
ら
ス
タ
ー
ト
』
例
え
ば

聴
覚
は
24
週
頃
か
ら
音
を
聞
き
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。『
赤
ち
ゃ
ん
の

体
と
心
は
肌
（
皮
膚
）
に
あ
る
』『
赤

ち
ゃ
ん
も
大
人
も
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は

大
事
で
す
』
将
来
健
全
な
妊
娠
・
お

産
・
子
育
て
を
す
る
に
は
健
全
な
心

と
体
、
人
を
愛
す
る
心
と
思
い
や
る

気
持
ち
が
大
切
と
話
さ
れ
て
い
た
。

生
徒
の
感
想
「
赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ

て
自
分
が
不
安
な
っ
た
が
、
笑
顔
で

話
し
か
け
る
と
、
笑
っ
て
く
れ
て
良

か
っ
た
」「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
・・
」

宮
崎
助
産
師
か
ら
「
自
分
が
笑
顔

に
な
れ
ば
相
手
が
笑
顔
に
な
る
。
自

分
の
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
人
間
す
ご
く
時
間
が
か
か
る
。

今
も
、
家
族
に
大
事
に
育
て
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲

し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
、
貴

重
な
体
験
と
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

７
月
５
日
坂
井
児
童
館

で
は
、
七
夕
に
ち
な
ん
で
、

七
夕
の
飾
り
つ
け
と
お
は

な
し
さ
く
ら
ん
ぼ
の
皆
さ

ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
は
、
歯
切

れ
の
良
い
関
西
弁
口
調
の

「
て
ん
ま
の
と
ら
や
ん
」

と
秋
田
県
を
題
材
に
し
た

「
ひ
さ
の
星
」
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
本
も
方
言
が

出
て
来
ま
す
。
児
童
達
に

地
域
の
方
言
を
知
っ
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
方
言
の
語
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
の
後
は
、
さ

く
ら
ん
ぼ
の
会
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
七
夕
の
飾
り

つ
け
を
し
ま
し
た
。

笑顔があふれています

赤ちゃん 抱っこしました

坂
井
児
童
館
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私
の
戦
争
体
験

戦
争
の
記
憶　
横
浜
市
在
住

田
中
美
和
子
（
旧
姓
鎌
田
）

坂
井
地
域
永
井
中
村
の
玉
井
安
雄

さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

玉
井
さ
ん
は
東
部
町
（
東
御
市
）

出
身
で
昭
和
３
年
生
ま
れ
の
現
在
87

歳
で
す
。

「
昭
和
19
年
９
月
に
16
歳
中
等
教

育
学
校
５
年
生
で
海
軍
に
志
願
し
て
、

土
浦
海
軍
航
空
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓

練
生
に
な
り
ま
し
た
。
試
験
や
検
査

が
あ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓
練
生
に
な
れ

た
の
は
同
級
生
７
人
中
３
人
だ
け
で

し
た
。
土
浦
で
半
年
間
操
縦
技
術
や

通
信
手
段
の
基
礎
訓
練
を
終
え
て
、

近
隣
の
谷
田
部
基
地
へ
行
き
ま
し
た
。

訓
練
の
中
で
も
モ
ー
ル
ス
信
号
の
通

信
が
と
て
も
難
し
く
、
大
変
で
し
た
。

20
年
６
月
に
土
浦
航
空
隊
が
大
規

模
な
空
撃
を
う
け
、
と
て
も
怖
か
っ

た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

の
後
横
須
賀
航
空
隊
へ
行
き
、
訓
練

が
続
き
ま
し
た
。
９
月
に
は
青
森
航

空
隊
で
の
実
戦
訓
練
に
参
加
が
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
に
土
浦
に

戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
終
戦
を
む
か

え
ま
し
た
。
訓
練
だ
け
で
実
際
に
飛

行
機
を
操
縦
す
る
と
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
年
早
く
入
隊
し
て

い
た
方
々
は
飛
行
機
に
乗
っ
て
戦
地

へ
む
か
い
、
亡
く
な
っ
た
方
も
い
ま

し
た
。

同
じ
部
隊
の
方
々
と
は
毎
年
「
思

い
出
会
」
を
開
き
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
お
互
い
高
齢
に
な
り
集
ま
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。」

私
の
息
子
が
今
16
歳
で
当
時
の
玉

井
さ
ん
と
同
い
年
で
す
。
お
話
を
聞

き
16
歳
で
志
願
し
て
戦
争
に
向
か
う

な
ん
て
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

高
校
生
が
戦
う
よ
う
な
戦
争
を
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

（
三
男
）
は
建
築
技
師
と
し
て
、
満

州
の
阜
新
市
（
現
在
の
遼
寧
省
・
地

級
市
）
へ
横
浜
港
か
ら
出
か
け
た
。

そ
の
頃
の
満
州
は
天
国
の
よ
う
で
、

日
本
人
町
に
住
み
、
現
地
の
お
手
伝

い
さ
ん
や
、
大
型
犬
・
小
型
犬
と
暮

ら
し
て
い
た
。
母
は
（
和
子
）
昭
和

16
年
に
私
の
出
産
の
為
に
一
人
で
日

本
に
帰
り
、
私
を
連
れ
満
州
へ
と
戻

っ
た
。

そ
し
て
昭
和
20
年
７
月
に
父
は
召

集
さ
れ
た
。「
美
和
子
お
利
口
に
し

て
、
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞

く
ん
だ
よ
。
お
土
産
を
い
っ
ぱ
い
持

っ
て
く
る
か
ら
な
…
」
母
に
は
「
俺

が
行
く
様
な
ら
日
本
も
お
し
ま
い
だ

な
ー
」
と
言
っ
て
戦
争
に
出
か
け
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
ロ
シ
ア
兵
の
出
撃
、

満
人
の
暴
動
。
母
は
私
を
つ
れ
て
近

く
の
小
学
校
に
避
難
し
た
。『
日
本

は
負
け
た
』
と
人
々
は
叫
ん
で
い
た
。

母
は
婦
人
会
長
の
言
葉
を
信
じ
、
日

本
に
は
必
ず
帰
れ
る
・
子
供
は
宝
だ

と
、
胸
に
は
青
酸
カ
リ
を
忍
ば
せ
て

い
た
。『
子
ど
も
を
く
れ
』『
子
供
を

売
っ
て
く
れ
』
…
。
ロ
シ
ア
人
に
捕

ま
っ
た
時
は
、
も
う
ダ
メ
だ
と
思
い

背
負
っ
て
い
た
私
の
足
を
つ
ね
っ
た
。

私
が
大
声
で
泣
き
喚
い
た
た
め
、
帰

れ
と
言
わ
れ
助
か
っ
た
。
母
親
自
慢

の
家
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
台
所
に
食
べ

残
し
て
い
た
ジ
ャ
ム
が
美
味
し
か
っ

私
の
両
親
は
昭
和
15
年
、
西
条
の

観
音
寺
に
て
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
父

た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

奉
天
（
現
在
の
瀋
陽
市
）
か
ら
コ

ロ
島
【
コ
ロ
島
か
ら
日
本
人
は
送
還

さ
れ
た
】
は
大
分
遠
く
、
雇
い
入
れ

て
い
た
女
中
さ
ん
の
家
に
助
け
ら
れ
、

温
か
い
餃
子
を
振
舞
わ
れ
た
こ
と
や
、

ペ
ー
チ
カ
で
休
ん
だ
こ
と
が
、
思
い

出
さ
れ
る
。
引
揚
げ
は
大
変
だ
っ
た
。

私
は
病
弱
で
、
赤
い
コ
ー
リ
ャ
ン
飯

は
口
に
合
わ
ず
母
は
苦
労
し
た
。
と

う
ふ
を
作
っ
て
は
売
り
歩
い
た
。
あ

る
日
母
は
上
着
を
忘
れ
て
捕
ま
っ
た
。

（
上
着
に
は
日
本
人
で
あ
る
腕
章
と

名
前
が
つ
い
て
い
る
）
私
に
そ
の
上

着
を
取
り
に
行
か
せ
た
。（
当
時
４

才
）
私
は
引
き
ず
っ
て
持
っ
て
き
た
。

街
中
の
人
々
は
「
好ホ

ー
ク
ー
ニ
ャ
ン

姑
娘
」（
可
愛

い
娘
の
意
）
と
手
を
叩
い
て
喜
ん
で

く
れ
た
。
母
は
酔
う
と
「
お
前
に
助

け
ら
れ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

引
揚
げ
船
は
大
勢
の
人
で
し
た
。

病
気
で
な
く
な
る
と
、
木
箱
に
入
れ

船
か
ら
海
へ
捨
て
た
。
ト
イ
レ
か
ら

は
波
が
見
え
怖
か
っ
た
。
昭
和
21
年

６
月
舞
鶴
港
へ
着
い
た
。
や
っ
と
の

思
い
で
西
条
駅
に
つ
い
た
と
き
、
母

は
盲
腸
が
破
裂
し
て
い
て
危
険
な
状

態
で
あ
っ
た
。
何
で
も
で
き
、
大
陸

的
な
性
格
の
母
は
皆
か
ら
愛
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
４
年
後
、
小
学
校
３
年

生
の
時
に
、
父
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
還
し
た
。

 

・保育士を目指して 勉強しています
・県外で栄養士になるために勉強しています
・ホテルの調理場で働いています
・地元で働いてます　・ギター作っています
・県内で、 朝早い仕事をしています
・諏訪でパソコンの勉強しています
・パティシエの勉強中です　・パン店で働いています
夢に向かって奮闘中！ガンバレ！！

国政調査の説明

を真剣に聞く…

野球部、バレー部

共に闘った仲間たち

デジタル世代 ！

今までの 20年間を振り返ると様々な経験の中で、仲間

や友人の大切さ、常に感謝の気持ちを持つこと、そして

目標に向かい努力することなど、多くのことを学びまし

た。この自然豊かな筑北村で育ち、たくさんの仲間に出

会えたことに感謝し、これからも人との関わりを大切に

していきたいと思います。

筑
北
村
の
戦
後
70
年

平成27 年８月15 日筑北村成人式が行われました。

式典の後は麻績村と合同祝賀会が開かれました。


